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はじめに

　本報告書は、国立大学図書館協議会の電子ジャーナルタスクフォー
スと出版社が共同プロジェクトの一環として協力して、電子ジャーナ
ルの今後の導入を促進するために、どのような問題点があるかを明ら
かにするために１０大学において行ったアンケート結果をまとめたも
のである。かなり興味深い結果も得られていると思う。

　現時点で既に、電子ジャーナルは、冊子体の補助的な役割から、学
術基盤の主要な要素となりつつある。平成１４年度からは、冊子体の
洋雑誌より、電子ジャーナルのタイトル数が多くなる大学も出現する
予定である。
このように電子ジャーナルの加速度的提供が進み、その優れた特性か
ら学術基盤として冊子体以上に重要な意味を持ちつつある。ジャーナ
ルが冊子体から電子に変化することにより、大手出版社は、個別タイ
トルの提供から出版社単位での全タイトル提供の提案を始めている。
そのため、ジャーナルの高騰とそれに伴う大学における純タイトル数
減少を補う方策としても、電子ジャーナル導入は有望な方策である可
能性が出てきた。
電子ジャーナルの持っている特性であるジャーナル利用の高度化と利
用境界のハードルの消去も大きな魅力である。

すなわち、学部や大学の壁を取り払って、情報格差を解消できるとと
もに利用の高度化の可能性も出てきている。
　

　
　このような状況の中でのアンケートであり、理系と文系との回答の差
など、今後の対応に非常に有益な情報が得られたと思う。
今後、２年ごとくらいに定点観測のためのアンケートを実施することに
より、今回の成果がより有効に活用できるのではと思う。
また、単に集計的な評価だけでなく、非集計モデルを使って、各研究者
や学生がどのような心理や行動原理で、電子ジャーナルに立ち向かって
いるかを検討するとよいであろう。

最後になりましたが、このアンケートを実施頂いた１０大学の附属図書
館職員およびアンケートの作成と報告書まとめに尽力いただいた小西氏
（筑波大学（当時））、友光氏（山梨医科大学（当時））、砂押氏（東
京工業大学）に厚くお礼申し上げます。

平成１３年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　国立大学図書館協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　電子ジャーナルタスクフォース主査
　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋大学附属図書館長
　　　　　　　　　　　　　　　  伊藤　義人
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■調査概要（１）

◆ 調 査 目 的 ：

◆ 調 査 対 象 ：

◆ サンプリング方法 ：

◆ 調 査 方 法 ：

◆ サ ン プ ル 数 ：設定数　２９３０ｻﾝﾌﾟﾙ、回収数　１００３ｻﾝﾌﾟﾙ、
回収率　３４．２％

◆ 調 査 期 間 ：2001年４月１０日（火）　～　４月３０日（月）

◆ 調 査 実 施 名 義 ：国立大学図書館協議会　電子ジャーナルタスクフォース

◆ 調 査 委 託 機 関 ：株式会社　日経リサーチ

大学における電子ジャーナルの利用実態・利用意向等について調査し、今後の電子ジャーナル
関連の環境整備の基礎資料とする。

北海道大学、東北大学、千葉大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、大阪大学、広島大
学、九州大学の教官及び院生

教官：「文部省職員録（H12版）」より、１０大学の対象学部の全教官から無作為抽出
院生：各大学図書館にて、割当て数に応じ無作為抽出。

対象教官、対象院生に調査票を配布。返信は郵送またはWEB経由。
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■調査概要（２）

◆ ウエイトバックについて ：

自然科学系 人文・社会科学系 計

教官 実数 15,643 4,614 20,257
設定数 975 975 1,950
回収数 403 194 597

ウエイト後サンプル数 1,414 416 1,830
院生 実数 47,140 11,784 58,924

設定数 490 490 980
回収数 223 183 406

ウエイト後サンプル数 732 183 915
注）中には学際的な学部・研究科等もあるが、全体の研究の性格から、自然科学系／人文・社会科学系に振り分けた。

当調査では、下記の４つの区分ごとに十分な回収数を確保するため、一律に設定数（配布数）の割当を行っ
た。
　①自然科学系　教官
　②自然科学系　院生
　③人文・社会科学系　教官
　④人文・社会科学系　院生

但し、自然科学系と人文・社会科学系では実際の教官／院生数には大きな差があるので、そのまま両系の
回収数を足してそれを全体の傾向とすることはできないため、当報告書では、ウエイトバックしたデータで論
じている。

ウエイトバックとは、回収されたデータを、対象者の母集団の構成に合わせるため、個々の回答結果にウエ
イト値を与え集計することである。

当調査でのウエイトの与え方は下記の通りである。
　・自然科学系学部と人文・社会科学系学部のウエイトは、実際の構成比になるようウエイトバックしている。
　　（教官では、自然科学系：人文社会科学系≒3.4：1）（院生では、自然科学系：人文社会科学系≒4：1）
　・教官と院生については、設定数に合わせて教官：院生＝2：1という構成比になるようにウエイトバック
　　した。
　　【付－２）全体値表（ウエイトなし）参照】
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■回答者プロフィール

■年　齢

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳以上

実　　数 183 208 114 110 104 98 87 79 20

％（ウエイト前） 18.2 20.7 11.4 11.0 10.4 9.8 8.7 7.9 2.0

％（ウエイト後） 16.1 17.1 12.0 12.2 11.5 10.4 9.7 8.8 2.2

■立　場

教授 助教授 講師 助手 大学院生 その他

実　数 205 179 27 186 406 0

％（ウエイト前） 20.4 17.8 2.7 18.5 40.5 0.0

％（ウエイト後） 21.9 19.8 3.1 21.9 33.3 0.0

■研究分野

文　学 史　学 哲　学 教育学 その他
人文科学系 心理学 社会学 経済学 経営学 政治学 法　学 その他

社会科学系

実　数 51 27 23 56 18 36 7 51 13 17 63 15

％（ウエイト前） 5.1 2.7 2.3 5.6 1.8 3.6 0.7 5.1 1.3 1.7 6.3 1.5

％（ウエイト後） 3.2 1.7 1.4 3.0 1.2 2.2 0.4 2.6 0.7 0.9 3.5 0.9

理　学 工　学 農　学 医　学 歯　学 薬　学 その他
自然科学系

実　数 159 245 73 86 21 18 24

％（ウエイト前） 15.9 24.4 7.3 8.6 2.1 1.8 2.4

％（ウエイト後） 19.9 30.4 9.1 10.9 2.7 2.3 3.0

■所属大学

北海道大学 東北大学 千葉大学 東京大学 東京工業大学名古屋大学 京都大学 大阪大学 広島大学 九州大学

実　　数 117 123 62 165 32 93 124 77 102 108

％（ウエイト前） 11.7 12.3 6.2 16.5 3.2 9.3 12.4 7.7 10.2 10.8

％（ウエイト後） 11.4 12.2 6.3 15.7 3.9 9.9 12.0 8.9 8.7 11.1

＜人文科学系＞ ＜社会科学系＞

＜自然科学系＞
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総　　　括

電子ジャーナルの利用実態①

１.電子ジャーナルの認知・利用状況

自然科学系には急速に浸透／人文科学系では今後に期待

全体では、約56％が定期的に（月に１日以上）電子ジャーナルを利用
しているが、約36％は電子ジャーナルを知っているが定期的な利用に
至っていない。
また、電子ジャーナルを知らなかったとする人も9％いた。

自然科学系／人文・社会科学系別にみると、実際の電子ジャーナルの
分野別タイトル数の影響も大きいためか、定期的な利用が自然科学系
教官では約70％近くに達し、自然科学系院生でも60％を上回るのに対
して、人文・社会科学系では教官・院生とも定期的な利用は約15％に
とどまっている。

電子ジャーナルは自然科学系では急速に当たり前の存在となりつつあ
る。人文・社会科学系では今後の利用が期待されている。

（「1-1.電子ジャーナルの利用度」参照）

２.電子ジャーナルの非利用の理由

電子ジャーナルの非利用の理由は、タイトル数の少なさが大きく、次
いで利用方法の情報不足

電子ジャーナルを現在利用していない理由についてみると、人文・社会
科学系教官では、①「研究分野の収録が少ないから」、②「利用したい
タイトルがないから」といったタイトル数の未整備が理由として多く、
更なる電子ジャーナルの導入が必要な一方、どの研究分野にどのような
電子ジャーナルが収録されているか分かるような仕組みを導入し、利用
者に図書館の電子ジャーナルへの取り組みを周知することも急務であ
る。

一方、人文・社会科学系院生では上記２理由に加えて、「利用方法がわ
からないから」「パソコン画面では読みにくいから」といった理由も上
位にあがっている。

なお、自然科学系院生でも「利用方法がわからないから」といった理由
が多く、院生では利用方法についての情報不足がうかがえる。
（「1-3.電子ジャーナルの非利用理由」参照）

院生で利用方法等の情報に対する要望が強く研修等の実施が今後
も必要

「電子ジャーナルやその利用法についての情報がもっとほしい」に対し
て「とても思う」人は約60％で、「やや思う」を含めると９割以上が情
報をさらに必要と考えている。
特に、院生では要望が強く、自然科学系院生では約７割が、人文・社会
科学系学生では７割を超える院生が「とても思う」としている。

一方、「大学図書館が中心となり電子ジャーナルの使い方を研修すべ
き」という項目に対しては、約25％の人が「とても思う」であるが、
「やや思う」が約43％で、合計で約69％である。人文・社会科学系では
約80％程度の人がその必要性を指摘している。院生は、もっと大学図書
館が、電子ジャーナル利用方法を充実することを求めている。
（「3-2.電子ジャーナルについての情報、利用法の情報・研修」参照）
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総　　　括

電子ジャーナルの利用実態②

３.電子ジャーナルに関する情報源

電子ジャーナルの主な情報源はインターネットと図書館からのお知
らせ・案内

電子ジャーナルに関する情報を日頃どこから得ているかということに
ついては、全体としては、他の研究者からの口コミ情報も根強いもの
の、インターネットと図書館からのお知らせ・案内が高い。教官と院
生について比較すると院生は教官に比べインターネットを情報源にし
ており、教官は院生に比べ図書館からのお知らせ・案内を情報源にし
ている。

（「1-2.電子ジャーナルに関する情報源」参照）

４.主要電子ジャーナルの認知・利用

Elsevier Science社のScienceDirectの認知度、利用度が突出

電子ジャーナルのサービス名ベース（単一タイトルは除く）での、認
知・利用をみるとElsevier Science社のScienceDirectが突出して認知
度、利用度が高い。

（「4-1.主要電子ジャーナルの認知度」「4-2. 主要電子ジャーナルの
利用度」参照）

　また、日頃利用している電子ジャーナルの印象・イメージ（評価）を
聞いた結果、AIP(American Institute of Physics (APSを含む)の
OJPS、Elsevier Science社のScience Direct、OUP(Oxford University
Press)の評価が特に高い。

（「4-3.主要電子ジャーナルの評価」参照）
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総　　　括

電子ジャーナルをめぐる環境①

１.情報機器の利用状況

人文・社会科学系では研究の場が自宅等のウエイトが大きい。

PCやインターネットの利用は、ほぼ100％に近い。
また、人文・社会科学系は教官・院生ともに自宅等におけるPCやイン
ターネットの利用が高く、研究の場として自宅等のウエイトが大きい
ことがうかがえる。
実際、人文・社会科学系院生では、研究室で環境的に（施設上の問題
で）インターネットが利用できないという人が1割以上にのぼってい
る。

（「5.情報機器利用の現状と今後」参照）

なお、「電子ジャーナルや学術データベースに自宅からもアクセスし
たい」という項目に対して、「とても思う」は約4割で、「やや思う」
という人は25％。特に人文・社会科学系院生では、「とても思う」が
60％を超えており、研究の場のウエイトが反映した結果といえよう。
今後、人文・社会科学系の学習・研究スペースを学内に創造していく
ことによって、さらによい環境が実現するだろう。
（「3-5.リモートアクセスについて」参照）

２.研究活動におけるインターネットやデータベースの必要性

一層求められる検索性
「学術研究上、必要な情報を広範囲から検索できるデータベースが欠か
せない」ということに対して「とても思う」とする人が80％を上回り、
「やや思う」とする人を合わせるとほぼ100％の研究者が広範囲なDBの
必要性を感じている。

また、「電子ジャーナルでは、全文表示だけでなく、全文検索も必要
だ」ということに対しては、「とても思う」とする人が40％で、「やや
思う」とする人を合わせると約80％の研究者が全文検索の必要性を感じ
ている。特にこの傾向は自然科学系に比べ、人文・社会科学系の院生で
強い。
（「3-3.文献検索のニーズについて」参照）

電子化、インターネット配信が一層求められている
「学術情報のインターネット配信を積極的に推進すべきだ」ということ
に対しては、90％以上（とても思う：55％、やや思う：36％）が、推進
すべきとしている。
また、「学術研究上、電子化を促進することが研究の生産性向上に直結
する」に対しても、人文・社会科学系でやや低いものの、90％近く（と
ても思う：47％、やや思う：37％）が同意している。
　
なお、「大学図書館が中心となって学内生産論文の電子化を進めるべき
だ」という項目に対しては、「とても思う」が約30％で、「やや思う」
も約35％であり、合計65％の人が大学図書館が中心となって電子化を進
めるべきだとしている。
電子化への推進が90％以上なのに比べると、大学図書館の認知度が低い
が、今後、部局との連携を考える必要があろう。

以上から明らかなように、研究活動上、自然科学系／人文・社会科学系
問わず、インターネット、DBの活用が欠かせない状況になっている。
（「3-4.電子化について」参照）
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総　　　括

電子ジャーナルをめぐる環境②

３.有料電子ジャーナルの購入主体について

大学図書館やコンソーシアムによる電子ジャーナルの購入は概ね支
持されている

「大学図書館は有料電子ジャーナルの整備に力を入れるべきだ」とい
う項目に対しては、45％が「とても思う」としており、「やや思う」
を含めると、８割が支持している。

また、「有料電子ジャーナルの整備には、複数機関による共同購入・
利用（コンソーシアム）を進めるべきだ」という項目に対しても、約
45％が「とても思う」としており、「やや思う」も含めると８割以上
が支持している。

特にこれらの項目で「とても思う」とする人の割合が多いのは自然科
学系教官や毎日電子ジャーナルを利用しているヘビーユーザーで、前
者は５割以上、後者は６割以上となっている。

今後、さらに電子ジャーナルの整備が進むと、大学図書館の購入場面
での役割が増大し、またコンソーシアムという購入形態も要望として
高まるであろう。

（「3-6.有料電子ジャーナルの整備について」参照）

４.電子ジャーナルと冊子体

ただちに冊子体が不要になるかは疑問

電子ジャーナルとその冊子体との関係についてみてみると、「電子
ジャーナルが充実すれば冊子体の必要性は大幅に低くなる」という項目
に対して「とても思う」人は18％にとどまり、「やや思う」とする人も
合わせても、40％程度である。

一方、「電子ジャーナルがあっても冊子体を使いたい」という項目に対
しては、35％が「とても思う」としており、「やや思う」とする人も含
めると約８割が冊子体に対するニーズを持っている。
全般として電子ジャーナルを求める声が高い一方で、このような冊子へ
のニーズが表明されていることについては分析が必要である。おそらく
印刷され製本された冊子体雑誌がもつ長所、すなわち、保存性および過
去の蓄積とが電子ジャーナルについて十分に代替されていないことがこ
のような認識の原因であると考えられる。

電子ジャーナルが従来の学術雑誌に完全に置き換わることになるか否か
はこの点にかかっているといえるであろう。

（「3-7.冊子体の必要性」参照）

－7－



総　　　括

電子ジャーナルをめぐる環境③ 　今後の利用意向

５.電子ジャーナルの論文掲載までのスピードアップと査読機能
について

電子ジャーナルの質の高さを評価

「電子ジャーナルにより、論文掲載までの時間が短縮されるのは評価
できる」という項目に対しては、人文・社会科学系教官では低いもの
の、約60％が「とても思う」としており、特に自然科学系院生では
70％が「とても思う」としている。

研究の成果の効率化とともに研究成果の発表のスピードアップ化も特
に自然科学系では強い要請となっていることがうかがえる。

「インターネット上の論文も査読機能を強化し、論文の質の低下を防
ぐべきだ」とする項目に対しても、半数が「とても思う」としてお
り、「やや思う」を合わせると約85％が支持をしている。

（「3-8. 論文掲載までのスピードアップ／査読機能について」参照）

電子ジャーナル利用が今後不可避であることをほとんどが認識

今後の研究活動上の電子ジャーナルの必要度についてみると、自然科学
系では教官・院生とも「絶対に必要」とする人が約６割で、「ある程度
必要」も３割となっており、ほとんどの自然科学系研究者が必要として
いる。

一方で、人文・社会科学系では「絶対に必要」とする割合は約２割程度
にとどまっているが、「ある程度必要」とする割合は半数以上を占めて
おり、人文・社会科学系でも、今後は趨勢として必要度が高まっていく
であろう。

今後の研究のための電子ジャーナルの利用意向についてみてみると、全
体では４人に３人は「今まで以上は利用していきたい」としており、現
在の利用頻度別で見ても、現在日頃利用していない層や利用経験なし、
電子ジャーナル自体を認知していない層でも６割以上が「今まで以上に
利用していきたい」としている。

（「2. 電子ジャーナルの利用意向」参照）
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総　　　括 　（総まとめ）

電子ジャーナルの日常的な利用

自然科学系：２／３

人文・社会科学系：約１５％ 情報源
 ● インターネット
 ● 図書館からのお知らせ・案内

非利用理由
 ● 研究分野の収録タイトル数の不足
 　　　　　　　　　＋
とくに院生で
 ● 利用方法がわからない

ＰＣ・インターネットの利用度

 ● ほぼ１００％がＰＣ・インターネットを利用

研究活動において、インターネット、ＤＢ、
電子ジャーナルは欠かせない要素へ

 ● 今後の電子ジャーナルの必要度
　　　　 自然科学系　　：　　９０％
　　人文・社会科学系　：　　７０％

 ● ４人に３人は、今まで以上に電子ジャー
　　ナルを利用する意向あり

タイトル数の強化（特に人文・社会科学系）
はできないのか

電子ジャーナルの利用法も含めて、広報
活動強化の必要性

特に院生は、大学図書館よる電子ジャー
ナル利用法の研修のさらなる充実を求め
ている。

一層の電子化、インターネット配信の強化
が必要

学内生産論文の電子化を大学図書館を中
心に進めることについては、今後、部局と
の連携を考えることが必要。

冊子体の長所（保存性、過去の蓄積）が電
子ジャーナルについて十分に代替されてい
ないため、同時に冊子体を望む声も強い

有料電子ジャーナル整備は、大学図書館・
コンソーシアムへの期待が高い

認知度・利用度の上位ランキング
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●電子ジャーナルの必要性
●自然科学系ではあたりまえの存在
●人文・社会科学系では今後の利用が期待
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１．電子ジャーナルの認知・利用状況
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１－１．電子ジャーナルの利用度

Ｑ２： 電子ジャーナルをここ１～２年、どの程度利用されていますか。 Ｑ２－２： 日頃利用されている電子ジャーナルのタイトル数(雑誌数)はおよそいくつですか。

(%)
全体 1527 6.1 38.1 7.1 29.8 3.8 14.0

人文科学系 19 15.8 61.7 0.0 22.6 0.0 0.0

社会科学系 80 7.9 31.4 2.7 27.4 2.7 21.3

理学 413 3.3 43.2 7.4 29.2 3.4 13.4

工学 521 9.7 40.4 9.8 27.6 3.3 7.9

農学 150 9.0 27.3 4.5 36.2 7.0 15.9

医歯薬学 306 2.3 34.1 5.7 31.8 4.6 20.5

12.6

16.9

13.5

23.9

6.0

19.1

7.5

21.8

23.3

8.2

8.8

5.6

20.4

13.0

16.0

30.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

ほぼ毎日利用

15.7

1.5

1.1

1.4

30.0

週に1～2日程度
利用

28.5

8.2

25.6

7.6

月に1～2日程度
利用

22.3

7.2

今までに利用した
ことがある

24.0

23.2

14.3

15.6

23.5

15.2

17.0

どういうものか
知っているが
利用したことがない

18.6

30.1

43.8

10.3

13.9

39.6

12.7

知らなかった

1.7

無回答

0.0

0.0

全　体(N=2745)

自然科学系(n=2146)

人文・社会科学系(n=599)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文社会科学系教官(n=416)

人文社会科学系院生(n=183)

(%)

　電子ジャーナルのここ1～2年の利用頻度をたずねた。全体では「利用したことがある」と答えた人を合わせると70％を越え、「週に１日以上」利用する層（「ほぼ毎
日利用」＋「週に１～２日程度利用」）は約35％となっている。
　「週に1日以上」利用している層を、研究分野別にみると、自然科学系では40％を上回るが人文・社会科学系では10％に満たない。
　また、日頃利用しているタイトル数では、「約3～5タイトル」(38％)が最も高く、次いで「約10～14タイトル」(30％)となっている。研究分野別では、人文科学系は5
タイトル以下が80％近く、社会科学系と医歯薬学系では他の分野に比べ「約20タイトル以上」の割合が高いのが特徴。
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１－２．電子ジャーナルに関する情報源

Ｑ３： あなたは電子ジャーナルに関して、日頃どこから情報を得ていますか。
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　電子ジャーナルに関して日頃どこから情報を得ているかを、自然科学／人文・社会科学系／教官／院生別で比較したのが以下のグラフ。
　全体では「インターネット」「図書館からのお知らせ・案内」が50％以上と高い。
　属性別にみると、院生では「インターネット」が高く、教官では「図書館からのお知らせ・案内」が高い点が特徴。

自然科学系教官（ｎ＝1389）
自然科学系院生（ｎ＝637）
人文・社会科学系教官（ｎ＝350）
人文・社会科学系院生（ｎ＝127）

全体（ｎ＝2503）
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１－３．電子ジャーナルを利用しない理由

Ｑ２－３： なぜここ１～２年、電子ジャーナルを利用されなていないのでしょうか。
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　電子ジャーナルを利用していないと答えた人にその理由をたずねた。
　人文・社会科学系教官では「研究分野の収録が少ないから」(49％)、「利用したいタイトルがないから」(42％)が高い。自然科学系
教官は「パソコン画面では読みにくいから」(35％)が最も高く、次いで「冊子体があれば十分だから」(35％)となっている。
 また、院生では「利用方法がわからないから」が高い点も注目される。

自然科学系教官（ｎ＝418）
自然科学系院生（ｎ＝181）
人文・社会科学系教官（ｎ＝279）
人文・社会科学系院生（ｎ＝99）

全体（ｎ＝976）
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＜参考＞現状における学術研究上のインターネットの利用度　

Ｑ１．学術研究上、以下のツールをここ１～２年あなたはどの程度利用していますか。 Ｑ１．学術研究上、以下のツールをここ１～２年あなたはどの程度利用していますか。
Ｑ２．電子ジャーナルを、あなたはここ１～２年どの程度利用されていますか。 Ｑ２．電子ジャーナルを、あなたはここ１～２年どの程度利用されていますか。

ほぼ毎日
利用して
いる

週に１～２
日程度利
用

月に１～２
日程度

今までに
利用した
ことがある

知ってい
るが利用
したことが
ない

知らな
かった

 Eメール 自然科学系教官 (n=1414) 95.0 2.7 0.5 1.0 0.2 0.0

自然科学系院生 (n=732) 85.2 7.6 3.6 3.1 0.4 0.0

人文・社会科学系教官 (n=416) 89.7 6.7 0.5 0.0 3.1 0.0

人文・社会科学系院生 (n=183) 77.6 8.2 4.4 5.5 3.8 0.0

自然科学系教官 (n=1414) 48.4 33.3 11.7 4.0 1.5 0.7

自然科学系院生 (n=732) 68.6 21.1 7.2 1.8 1.3 0.0

人文・社会科学系教官 (n=416) 48.5 29.9 13.4 6.2 1.0 1.0

人文・社会科学系院生 (n=183) 54.6 23.5 9.3 8.2 2.7 0.0

自然科学系教官 (n=1414) 14.4 28.8 28.0 15.9 9.4 2.7

自然科学系院生 (n=732) 19.3 26.5 26.5 20.2 5.4 2.2

人文・社会科学系教官 (n=416) 18.0 35.6 24.2 16.0 4.6 1.5

人文・社会科学系院生 (n=183) 19.1 31.7 20.8 19.7 6.0 1.1

自然科学系教官 (n=1414) 14.6 35.2 33.0 13.9 2.0 0.2

自然科学系院生 (n=732) 12.1 33.2 34.5 17.9 2.2 0.0

人文・社会科学系教官 (n=416) 10.8 28.4 37.6 17.5 3.6 1.5

人文・社会科学系院生 (n=183) 11.5 30.6 28.4 23.5 4.4 1.1

自然科学系教官 (n=1414) 23.6 40.7 19.9 10.2 4.0 1.0

自然科学系院生 (n=732) 18.8 32.7 27.4 13.9 6.3 0.9

人文・社会科学系教官 (n=416) 7.2 26.3 24.2 24.2 13.9 4.1

人文・社会科学系院生 (n=183) 16.4 30.1 23.0 16.9 5.5 7.1

電子ジャーナル 自然科学系教官 (n=1414) 16.9 30.0 21.8 15.6 13.9 1.7

自然科学系院生 (n=732) 13.5 25.6 23.3 14.3 10.3 13.0

人文・社会科学系教官 (n=416) 1.5 8.2 7.2 23.2 43.8 16.0

人文・社会科学系院生 (n=183) 1.1 6.0 8.2 24.0 30.1 30.6

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの検索
ｴﾝｼﾞﾝ

 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の
統計、特許、時
事、書籍情報な
ど

学術文献の目次
/抄録のｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ検索

大学や学会関連
のサイト

90.4

13.2

19.4

5.0

26.6

33.8

22.7

8.8 0.0

16.6

12.6

54.2

ほぼ毎日利用

29.4

35.7

23.9

28.8

週に1～2日程度
利用

33.3

1.6

19.1

10.6

月に1～2日程度
利用

1.7

4.0

17.3

16.2

13.7

17.0

今までに利用した
ことがある

1.5

7.4

2.5

6.2

18.6

1.0

どういうものか
知っているが
利用したことがない

1.8

0.4

2.3

0.5

0.0

知らなかった

0.5

0.5

0.4

0.3

0.6

無回答

 Eメール

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの検索ｴﾝｼﾞﾝ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の統計、特許、時事、書籍情報など

大学や学会関連のサイト

学術文献の目次/抄録のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検索

電子ジャーナル

(%)

　電子ジャーナルの他、Web関連のツールの現在の利用頻度をみたのが左下の図。　Ｅメールでは「ほぼ毎日利用している」が全体の90％を占め、「週１～２日以
上」も含めると95％に達する。
週に１日以上の利用頻度（「ほぼ毎日利用」＋「週に１～２日程度利用」）をみてみると、Ｅメールに次いで検索エンジン（83％）が高く、学術文献の目次／抄録
のインターネット検索、インターネット上の統計・特許・時事・書籍情報等、大学や学会関連のサイトが約50％である。電子ジャーナルは約35％となっている。右
下の表はそれを属性別にみたもの。

N=2745
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２．電子ジャーナルの利用意向
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２－１．電子ジャーナルの必要度

Ｑ６： 今後の研究活動のために、電子ジャーナルはどの程度必要ですか。

51.0

60.8

57.0

35.1

55.2

8.3

19.5

15.8

絶対に必要

59.5

18.6

24.6

20.4

29.3

ある程度必要

30.2

52.1

31.8

53.0

7.6

4.0

あまり必要ない

5.2

21.1

全く必要ない

1.0

1.6

2.6

0.9

0.5

2.3

0.6

2.7

5.7

2.7

5.5

4.8

4.5

4.6

無回答

全　体(N=2745)

自然科学系(n=2146)

人文・社会科学系(n=599)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

(%)

　　今後の研究活動のための電子ジャーナルの必要度をたずねた。
「絶対に必要」が、全体では51％と半数以上を占めており、特に自然科学系では「絶対に必要」は60％と高い割合を示している。一方、人文・社会科学系で
は、「絶対に必要」は20％程度ではあるが、「ある程度必要」を合わせると70％をこえる。
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２－２．電子ジャーナルの利用意向

Ｑ８-ｆ）： 今後（も）あなたは、研究のために電子ジャーナルを利用したいと思いますか。

＜現在の電子ジャーナル利用度別＞

75.3

65.8

77.9

78.0

21.7

26.2

21.374.9

61.9

78.0

今まで以上に
利用していきたい

20.6

28.4

20.4

現状程度は
利用していきたい

20.3

1.1

0.0

0.7

1.8

0.8

2.1

0.5

今ほど利用
しなくなるだろう

1.7

0.8

4.8

0.5

1.3

6.2

1.6

利用しない

0.3

1.4

0.5

0.0

1.5

1.1

0.6

無回答

全　体(N=2745)

自然科学系(n=2146)

人文・社会科学系(n=599)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

(%)

83.2

87.1

67.0

63.6

16.8

12.2

0.0

今まで以上に
利用していきたい

81.0

32.1

現状程度は
利用していきたい

19.0

26.5
1.9

0.7

0.7

今ほど利用
しなくなるだろう

0.0
0.0

0.0

利用しない

6.1

0.0

0.0

0.2

無回答

1.9

0.0

0.0

0.0
ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

　　研究のための今後の電子ジャーナルの利用意向をまとめたのが左下のグラフ。
全体では、75％の人が「今まで以上に利用していきたい」と回答。自然科学系に比べ利用度が低い人文・社会科学系でも65％の人が「今まで以上に利用し
ていきたい」としている。また、人文・社会科学系では教官に比べ院生が特に高い点が特徴的。
　現在の電子ジャーナルの利用頻度別では、「ほぼ毎日利用」～「月１～2日程度」の利用者の間では「今まで以上に利用していきたい」とする割合が
80％以上になっているのに対して、利用経験はあるが現在あまり利用していない人や全く利用経験がない人、電子ジャーナルを知らなかった人では60％な
かばに留まっている。
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＜参考＞今後における学術研究上のインターネットの利用意向　

Ｑ８： 今後（も）あなたは、研究のために以下のものを利用したいと思いますか。

今まで以上
に利用して
いきたい

現状程度は
利用してい
きたい

今ほど利用
しなくなるだ
ろう
利用しない

Ｅメール 自然科学系教官 （ｎ＝1414） 51.9 47.9 0.2 0.0

自然科学系院生 （ｎ＝732） 54.7 44.8 0.4 0.0

人文・社会科学系教官 （ｎ＝416） 47.4 49.5 0.0 3.1

人文・社会科学系院生 （ｎ＝183） 55.2 44.3 0.0 0.0

自然科学系教官 （ｎ＝1414） 44.2 52.9 1.0 0.5

自然科学系院生 （ｎ＝732） 47.5 50.7 1.3 0.0

人文・社会科学系教官 （ｎ＝416） 44.8 51.0 0.5 3.1

人文・社会科学系院生 （ｎ＝183） 52.5 47.0 0.0 0.0

自然科学系教官 （ｎ＝1414） 38.5 56.1 2.0 2.5

自然科学系院生 （ｎ＝732） 43.9 51.1 2.7 2.2

人文・社会科学系教官 （ｎ＝416） 42.8 50.0 1.5 5.2

人文・社会科学系院生 （ｎ＝183） 59.0 39.3 1.1 0.0

自然科学系教官 （ｎ＝1414） 39.2 59.1 0.5 0.7

自然科学系院生 （ｎ＝732） 37.7 59.2 1.8 1.3

人文・社会科学系教官 （ｎ＝416） 41.8 53.6 1.5 2.6

人文・社会科学系院生 （ｎ＝183） 57.4 41.5 0.5 0.0

自然科学系教官 （ｎ＝1414） 68.2 31.0 0.2 0.5

自然科学系院生 （ｎ＝732） 68.2 30.0 0.9 0.4

人文・社会科学系教官 （ｎ＝416） 58.8 35.6 2.1 3.6

人文・社会科学系院生 （ｎ＝183） 76.5 21.9 0.5 0.5

電子ジャーナル 自然科学系教官 （ｎ＝1414） 77.9 20.3 0.7 0.5

自然科学系院生 （ｎ＝732） 78.0 20.6 0.0 1.3

人文・社会科学系教官 （ｎ＝416） 61.9 28.4 2.1 6.2

人文・社会科学系院生 （ｎ＝183） 74.9 21.3 1.1 1.6

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの検索ｴ
ﾝｼﾞﾝ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の統
計、特許、時事、
書籍情報など

大学や学会関連
のサイト

学術文献の目次/
抄録のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
検索

52.2

41.9

40.4

67.3

47.1

52.7

今まで以上に
利用していきたい

45.7

75.3

57.1

現状程度は
利用していきたい

51.6

21.7

30.8

1.0

2.0

0.2

0.7

今ほど利用
しなくなるだろう

0.9

0.8
1.7

0.7

1.1

利用しない

1.0

2.7

0.5

0.6

0.4

無回答

0.2

0.6

1.0

0.0

Ｅメール

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの検索ｴﾝｼﾞﾝ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の統計、特許、時事、書籍情報など

大学や学会関連のサイト

学術文献の目次/抄録のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検索

電子ジャーナル

(%)

　　電子ジャーナルの他、Web関連のツールの今後の利用意向をみたのが下のグラフ。
「電子ジャーナル」と「学術文献の目次／抄録のインターネット検索」では、「今まで以上に利用していきたい」が70％前後と他４ツールに比べ高い。右表
はこれらをさらに属性別にみたもの。

N=2745
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３．電子ジャーナルに対する意識・考え方
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３－１．電子ジャーナルに対する意識・考え方

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。

82.8

59.1

55.4

57.6

47.2

45.0

35.1

40.1

26.4

42.4

32.0

17.5

14.5

33.1

35.3

37.1

35.4

44.4

42.9

25.4

35.3

5.8

6.7

7.0

12.1

12.7

15.7

14.6

18.2

25.4

26.6

5.0

6.4

4.2

21.3

とても思う

77.2

45.5

49.2

25.2

37.9

36.3

やや思う

19.6

40.1

33.9

1.6

24.5

34.9

あまり思わない

2.1

11.0

3.3

1.3

2.4

1.8

1.2

0.1

0.5

全く思わない

1.0

0.5

0.3

0.2

2.1

1.0

1.1

1.9

1.3

2.6

1.5

1.2

2.3

1.1

無回答

1.1

2.3

1.7

1.0

0.9必要な情報を広範囲から検索できるデータベースが欠かせない

今後は今まで以上に研究成果を国際的に研究者間で交換していくべきだ

電子ジャーナルにより、論文掲載までの時間が短縮されるのは評価できる

学術情報のインターネット配信を積極的に推進すべきだ

電子ジャーナルやその利用法についての情報がもっとほしい

 有料電子ジャーナルの整備には、複数機関による共同購入・利用を進めるべきだ

 インターネット上の論文も査読機能を強化し、論文の質の低下を防ぐべきだ

電子化を促進することが研究の生産性向上に直結する

大学図書館は有料電子ジャーナルの整備に力を入れるべきだ

電子ジャーナルがあっても冊子体を使いたい

電子ジャーナルでは、全文表示だけでなく、全文検索も必要だ

大学図書館が中心となり電子ジャーナルの使い方の研修をすべきだ

電子ジャーナルや学術データベースに自宅からもアクセスしたい

大学図書館が中心となって学内生産論文の電子化を進めるべきだ

電子ジャーナルが充実すれば冊子体の必要性は大幅に低くなる

(%)
N=2745

　　電子ジャーナルに関連するさまざまな考え方について、どのように思うかをたずねた。
支持する人が多い項目は、「必要な情報を広範囲から検索できるデータベースが欠かせない」と「今後は今まで以上に研究成果を国際的に研究者
間で交換していくべきだ」で、それぞれ80％前後の人が「とても思う」としている。
次いで、「電子ジャーナルにより、論文掲載までの時間が短縮されるのは評価できる」や、「学術情報のインターネット配信を積極的に推進すべ
きだ」「電子ジャーナルやその利用法についての情報がもっとほしい」が高い（「とても思う」が55％以上）。
 �
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３－２．電子ジャーナルについての情報、利用方法の情報・研修

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
b) 電子ジャーナルやその利用法についての情報がもっとほしい i) 大学図書館が中心となり電子ジャーナルの使い方の研修をすべきだ

57.6

53.3

66.8

48.5

74.3

54.7

64.8

55.4

57.9

54.0

33.9

37.2

26.9

39.7

22.4

37.2

28.6

38.6

32.2

34.6

7.0

7.2

6.3

9.3

6.0

5.0

5.3

7.8

9.9

とても思う やや思う

3.3

あまり思わない

0.3

0.9

0.0

0.5

1.0

0.0

1.5

0.0

0.5

0.5

全く思わない

1.2

1.2

0.7

1.1

1.0

0.0

1.0

0.0

1.7

1.1

無回答

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

26.4

28.3

26.8

40.4

23.0

27.4

28.2

42.9

42.4

40.8

47.9

43.2

39.3

40.0

46.9

40.3

45.8

25.4

26.6

27.4

22.7

14.2

30.1

27.2

26.2

26.4

20.3

6.1

3.9

28.6

22.5

23.6

とても思う やや思う あまり思わない

1.9

4.4

2.1

2.2

1.5

2.7

4.2

3.3

全く思わない

3.2

3.8

1.5

0.0

2.1

2.0

0.0

1.0

0.9

2.1

無回答

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

　全体の約60％の人が、電子ジャーナルやその利用方法の情報ニーズが特に強く（「とても思う」）、特にその傾向は院生で強く、人文・社会科学系院生で
は約75％に達している。

大学図書館による使い方の研修については、全体では約20％以上の人が「とても思う」としているが、人文・社会科学系院生では特に高く40％にのぼる。
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３－３．文献検索のニーズについて

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
c)学術研究上 必要な情報を広範囲から検索できるデータベースが欠かせない d) 電子ジャーナルでは、全文表示だけでなく、全文検索も必要だ

82.8

87.9

69.1

85.2

89.3

78.8

68.0

14.5

11.2

8.4

10.1

18.0

25.1 4.5

とても思う

83.9

95.0

91.0

26.3

やや思う

12.9

5.0

13.1

1.7

0.0

0.4

0.5

1.6

2.6

1.6

あまり思わない

2.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

全く思わない

0.0

0.0

0.0

0.2

1.9

1.5

0.7

0.0

1.0

無回答

0.0

0.0

0.4

1.2

0.9

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

40.1

37.7

42.8

50.8

40.7

37.9

32.1

37.9

39.5

36.8

38.9

36.1

43.4

18.2

20.2

10.8

14.2

18.4

19.0

22.2

16.6

43.3

53.8

39.2

とても思う

33.3

28.8

36.5

やや思う

41.8

14.5

19.9

あまり思わない

1.8

0.6

0.9

1.3

2.2

1.1

1.0

全く思わない

0.5

1.0

2.0

6.1

0.7

3.0

2.6

3.5

0.4

0.5

0.5

無回答

4.1

1.0

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

  広範囲から検索できるデータベースへのニーズに関しては、全体の80％以上が「とても思う」としているが、人文・社会科学系教官では約70％にとどま
る。

電子ジャーナルの全文検索へのニーズについては、全体では40％が「とても思う」としている。自然科学系に比べ、人文・社会科学系でそのスコアが高
く、特に人文・社会科学系院生では約50％に達している。

 現在の電子ジャーナルの利用頻度との関係をみると、利用頻度が高い人ほど両者のニーズとも高いことがわかる。
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３－４．電子化について

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
e) 学術研究上電子化を促進することが研究の生産性向上に直結する       h) 大学図書館が中心となって学内生産論文の電子化を進めるべきだ f) 学術情報のインターネット配信を積極的に推進すべきだ

47.5

37.6

45.4

48.8

34.8

33.4

39.3

53.8

49.1

47.1

37.1

40.8

32.7

43.6

43.2

40.3

32.9

36.3

39.3

6.8

20.5

18.5

8.8

12.1

47.2

とても思う

50.1

74.3

56.4

38.6

41.2

やや思う

34.5

20.6

33.3

10.3

17.7

9.3

19.1

16.5

12.7

11.4

あまり思わない

11.9

4.1

0.8

3.3

1.3

2.5

0.9

3.2

2.8

1.0

1.7

4.1

全く思わない

0.5

2.2

0.4

1.8

0.7

2.6

1.2

1.3

1.9

1.5

0.0

0.0

0.5

無回答

0.0

1.0

0.9

1.7

1.2

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

32.0

37.2

26.8

42.1

35.5

26.8

28.8

22.8

32.0

31.8

38.2

35.3

42.2

32.0

37.5

37.7

37.3

30.2

29.5

42.0

19.3

22.8

29.9

26.0

31.3

28.9

18.5

6.0

1.2

35.5

34.1

29.5

とても思う

41.5

30.9

29.3

やや思う

41.2

36.5

26.8

31.3

あまり思わない

31.3

26.6

28.4

15.3

27.7

5.0

6.0

3.3

4.2

1.3

0.5

3.2

全く思わない

3.1

6.5

6.1

4.2

4.8

0.1

1.9

3.5

0.0

1.6

0.5

無回答

0.5

2.0

0.9

1.5

1.3

3.9

3.5

3.1

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

55.4

68.2

40.7

61.7

61.3

46.7

41.6

40.8

53.5

54.5

66.9

36.3

28.3

32.1

35.3

42.2

42.0

36.6

36.4

28.8

6.2

64.3

71.6

52.4

とても思う

31.1

25.4

37.7

やや思う

47.9

47.3

3.9

10.4

12.5

10.8

3.3

3.1

3.0

7.4

あまり思わない

7.2

6.7

10.3

7.1

2.1

0.0

0.0

0.5

1.0

0.6

0.5

0.0

0.0

0.5

全く思わない

0.5

0.7

0.0

0.0

1.2

0.4

1.1

1.7

0.4

1.0

0.0

無回答

0.5

0.0

0.0

0.8

1.3

2.6

0.6

2.6

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

  電子化による研究の生産性向上については、教授層や人文・社会科学系教官で「とても思う」とする割合が低く、また電子ジャーナルの利用頻度が高い人ほど「とても思う」割
合が高くなる。

大学図書館が中心になって進める学内生産論文の電子化については、院生の方が「とても思う」が高い。

学術情報のインターネット配信に関しては、特に院生が「とても思う」割合が高く、また電子ジャーナルの利用頻度が高い人ほど「とても思う」割合が高くなる。
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３－５．リモートアクセスについて

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
g) 電子ジャーナルや学術データベースに自宅からもアクセスしたい

42.4

44.4

41.2

63.9

36.7

43.2

30.4

25.4

26.5

23.8

34.6

17.4

26.2

22.9

24.2

27.2

32.4

4.6

8.3 2.6

とても思う

39.0

60.4

50.7

28.4

やや思う

24.6

23.5

20.8

19.0

10.9

25.3

24.5

あまり思わない

26.8

14.1

10.7

2.0

7.7

4.6

全く思わない

4.9

4.4

5.4

6.4

1.5

0.0

0.0

0.5

無回答

0.0

1.6

0.9

2.0

1.3全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

　電子ジャーナルや学術データベースへの自宅からのアクセスについては、全体の40％人が「とても思う」としている。特に人文・社会科学系院生では
64％と非常に高い。
また電子ジャーナルの利用頻度が高い人ほど「とても思う」割合が高くなっている。
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３－６．有料電子ジャーナルの整備について

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
j) 大学図書館は有料電子ジャーナルの整備に力を入れるべきだ k) 有料電子ジャーナルの整備には、複数機関による共同購入・利用を進めるべきだ

45.0

38.6

34.5

33.9

43.9

34.4

23.2

43.2

52.2

50.7

37.6

35.4

35.0

28.8

39.5

39.1

42.8

34.3

36.6

35.5

21.1

14.0

22.4

25.3

17.7

10.5

21.6

1.3

1.0

4.9

とても思う

52.9

71.4

64.5

34.8

40.7

やや思う

33.7

20.8

37.7

6.1

23.5

21.6

15.7

10.3

あまり思わない

10.2

6.8

1.0

2.6

5.2

1.9

0.0

1.0

1.5

全く思わない

0.7

4.9

4.9

2.4

0.4

3.6

3.1

1.9

1.3

2.3

0.0

1.0

1.5

無回答

0.0

0.0

0.4

2.2

1.5
全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

45.5

43.9

36.6

34.4

44.9

41.3

25.9

44.7

46.4

50.1

42.0

40.1

40.8

28.2

42.7

43.5

51.2

39.1

39.3

42.2

13.5

11.3

11.6

15.8

11.0

10.2

14.0

1.0

1.3

63.3

61.1

50.4

とても思う

47.5

30.1

37.5

やや思う

44.3

38.7

5.8

7.9

あまり思わない

7.4

11.0

14.4

16.4

7.3

1.0

1.3

0.0

1.2

1.3

1.1

0.2

全く思わない

1.5

1.0

1.0

1.5

2.8

0.5

2.3

3.2

0.4

1.1

0.5

無回答

3.1

2.0

1.1

2.3

2.2

3.2

4.3

4.3

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

　大学図書館による有料電子ジャーナルの整備に関しては、全体の45％が「とても思う」としているが、特に助教授、講師・助手や自然科学系教官では
50％を上回っている。また電子ジャーナルの利用頻度が高い人ほど「とても思う」割合が高くなっている。

有料電子ジャーナルのコンソーシアムに関しては、全体の46％が「とても思う」としており、特に自然科学系教官では高い。また、週一日以上電子ジャー
ナルを利用する層では「とても思う」が60％を上回っている。
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３－７．　冊子体の必要性

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
n) 電子ジャーナルが充実すれば冊子体の必要性は大幅に低くなる o) 電子ジャーナルがあっても冊子体を使いたい

17.5

14.8

9.3

7.1

19.6

9.0

9.9

25.2

25.6

29.0

31.5

19.8

19.1

35.4

35.4

43.9

36.2 31.7

とても思う

22.6

30.0

23.7

17.5

やや思う

28.3

29.4

18.0

30.2

39.3

39.2

34.9

あまり思わない

32.8

27.8

13.4

25.7

12.8

14.6

33.5

全く思わない

17.1

35.5

23.8

21.3

3.1

1.5

0.0

0.0

0.5

無回答

0.0

0.0

0.4

1.7

1.1全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

35.1

34.5

51.0

57.9

29.6

41.0

47.0

44.4

51.6

44.9

44.4

50.5

39.6

14.6

9.3

21.7

20.1

5.4

6.9 4.9

26.7

25.9

27.8

とても思う

32.8

45.3

43.7

やや思う

39.2

9.0

4.6

21.9

21.1

あまり思わない

5.9

1.7

5.0

4.9

0.0

5.6

全く思わない

4.6

5.7

6.9

1.7

0.0

1.5

1.0

1.7

0.0

1.1

0.0

無回答

0.5

0.0

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

　電子ジャーナルの充実に伴う冊子体の必要性の大幅な低下に関しては、全体の20％弱が「とても思う」としているのに対して、「電子ジャーナルがあっ
ても冊子体を使いたい」に対して「とても思う」とする人が35％となっており、電子ジャーナルとともに冊子体の必要性がうかがえる。
「電子ジャーナルがあっても冊子体を使いたい」に関しては、自然科学系より人文・社会科学系、教官より院生、電子ジャーナルの利用頻度が低い人ほ
ど、「とても思う」とする割合が高い。冊子体の必要性の大幅な低下に関しては、この反対の傾向が見られる。
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３－８．論文掲載までのスピードアップ／査読機能について

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
l) 電子ジャーナルにより、論文掲載までの時間が短縮されるのは評価できる m) インターネット上の論文も査読機能を強化し、論文の質の低下を防ぐべきだ

59.1

70.4

34.5

61.7

69.6

48.9

41.5

44.9

53.5

63.0

68.7

33.1

25.6

26.3

25.9

41.3

43.8

37.8

27.8

26.6

3.6

4.5

9.5

6.0

4.3

とても思う

60.0

77.4

68.3

45.0

45.4

やや思う

33.7

22.6

30.6

7.1

5.7

4.8

7.1

15.5

5.8

7.9

あまり思わない

4.0

0.0

0.1

0.0

0.6

0.8

0.0

0.7

0.0

0.0

0.2

1.0

全く思わない

0.5

0.5

0.0

0.3

0.4

4.5

3.9

1.9

1.3

2.7

0.0

0.0

3.6

無回答

0.0

0.0

0.4

2.0

1.7
全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

49.2

44.4

43.8

50.3

49.5

50.9

46.0

48.9

51.1

52.7

45.6

35.3

41.3

34.8

39.5

31.8

34.7

33.6

30.1

40.2

9.6

13.5

14.6

9.9

10.4

13.1 0.8

51.4

49.1

53.1

とても思う

36.1

36.0

31.8

やや思う

36.6

35.3

13.5

10.8

10.4

あまり思わない

14.3

12.1

16.0

11.5

11.1

1.5

1.0

0.7

0.7

1.0

0.4

2.2

1.0

全く思わない

1.5

1.0

1.0

1.6

0.8

0.4

2.3

3.7

0.4

1.6

0.0

無回答

2.1

3.0

0.7

2.3

1.3

3.9

5.2

3.9

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

教授(n=601)

助教授(n=545)

講師・助手(n=685)

院生(n=915)

(%)

　電子ジャーナルによる論文掲載までの時間の短縮に対する評価については、約60％が「とても思う」としており、人文・社会科学系より自然科学系、教
官より院生で「とても思う」が高い。また、電子ジャーナルを日頃利用している層では約70％となっており、「ほぼ毎日」利用する層では80％に近い。
インターネット上の論文の査読機能の強化に関しては、約半数が「とても思う」としている。属性別ではあまり顕著な傾向は見られない。
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３－９．研究成果の国際的な交換

Ｑ７： 以下にあげた項目について、あなたはどのように思われますか。
a) 今後は今まで以上に研究成果を国際的に研究者間で交換していくべきだ

77.2

79.8

69.6

74.9

83.9

77.9

66.5

19.6

17.5

17.3

14.7

19.9

28.5 3.8

とても思う

78.4

85.0

79.6

25.8

やや思う

18.6

11.9

21.9

0.7

2.2

0.8

1.6

3.3

4.1

2.1

あまり思わない

1.2

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

全く思わない

0.5

0.0

0.0

0.1

1.2

1.5

0.7

0.0

0.5

無回答

0.0

1.0

0.4

1.5

1.0

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

ほぼ毎日(n=345)

週1～2日程度(n=657)

月1～2日程度(n=524)

利用経験あり(n=467)

利用経験なし+非認知者(n=751)

(%)

　研究成果の国際的な交換に関しては、人文・社会科学系教官や電子ジャーナルを日頃利用していない層で若干低いものの、80％近くが「とても思う」と
している。
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３－１０．アラートサービス（自動情報提供サービス）の利用意向

Ｑ９： 今後、携帯電話（ｉモード等）での学会・研究動向などに関するアラートサービスがあったら利用したいですか。

7.9

8.1

9.3

16.9

6.4

7.8

30.5

36.3

25.6

26.0

29.5

40.4

35.0

43.3

26.8

40.9

2.7

4.1

ぜひ利用したい

6.2

8.5

8.4

22.2

ある程度
利用したい

28.3

37.5

42.6

43.5

45.4

あまり利用
したくない

44.2

34.6

17.7

19.5

18.7

18.9

24.2

全く利用したくない

22.5

13.7

19.7

19.6

0.7

1.0

0.0

0.0

0.9

2.5

1.7全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)

無回答

　　携帯電話による学会・研究動向などに関するアラートサービスがあった場合の利用意向をたずねた。
全体では「あまり利用したくない」が40％と最も高く、「全く利用したくない」と合わせ60％にのぼる。
利用意向が比較的高いのは人文・社会科学系院生で、「ぜひ利用したい」が17％、「ある程度利用したい」を合わせると60％に利用意向がある。
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４．主要電子ジャーナルの認知・利用・評価
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４－１．主要電子ジャーナルの認知度（１）

Ｑ５－１： あなたは、どのような電子ジャーナルのサービスを知っていますか。

46.1

22.7

21.3

16.7

16.5

12.4

12.2

11.0

8.2

7.5

7.0

6.7

6.4

5.0

4.6

0 10 20 30 40 50 60

ScienceDirect

IDEAL

LINK

ACS

Wiley InterScience

BioMedNet

OUP

AIP:OJPS

IEEE:IEL

Synergy

Kluwer Online

CUP

ChemWeb

IoP Electronic Journals

RSC

(%)

　　どのような電子ジャーナルのサービスを知っているかを高い順にみたのが下のグラフ。（単一タイトルを除く）
「Elsevier Science ScienceDirect」が46％で、特に認知度が高い。次いで「Academic Press IDEAL」(23％)、「Springer-Verlag LINK」(21％)となっ
ている。

4.4

4.3

2.9

2.9

2.7

2.4

2.1

2.1

2.0

1.8

1.7

1.5

1.1

0.8

0.7

0 10 20 30 40 50 60

IEE Online Journal

AMS

ACM Digital Library

Catchword

ASME:OJPS

ProQuest Direct

Karger Online

SIAM

OSA:OJPS

ASCE:OJPS

Project Muse

JSTOR

ECO

Ingenta

Emerald

(%)
N=2745
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４－１．主要電子ジャーナルの認知度（２）

Ｑ５－１： あなたは、どのような電子ジャーナルのサービスを知っていますか。
自然科学系 人文・社会科学系

55.6

26.7

25.6

21.2

20.1

15.6

14.0

13.2

10.1

8.7

8.2

7.6

6.3
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　　電子ジャーナルの認知度を自然科学系／人文・社会科学系別にまとめたのが以下のグラフ。
自然科学系、人文・社会科学系共に一番高いのは「Elsevier Science ScienceDirect」（自然科学系：56％、人文・社会科学系：12％）で、特に自然科学系
で際立って高い。次いで自然科学系では「Academic Press IDEAL」(27％)、「Springer-Verlag LINK」（26％）が高く、人文・社会科学系では「CUP
（Cambridge University Press）」(10％)「OUP（Oxford University Press）」（9％）となっている。

n=599n=2146
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４－２．主要電子ジャーナルの利用度（１）

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスはどれですか。
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　 日頃利用しているサービスのランキングをみたのが下のグラフ。
　第1位は「Elsevier Science ScienceDirect」(37％)で特に高く、第2位は「Academic Press IDEAL」(13％)、第3位は「Springer-Verlag LINK」
(12％)、第４位は「ACS（American Chemical Society）」（11％）。
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４－２．主要電子ジャーナルの利用度（２）-１

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスはどれですか。

＜自然科学系＞ ＜自然科学系教官＞ ＜自然科学系院生＞

1. Elsevier Science  ScienceDirect 44.4 1. Elsevier Science  ScienceDirect 48.4 1. Elsevier Science  ScienceDirect 36.8

2. Academic Press IDEAL 15.4 2. Springer-Verlag LINK 16.6 2. Academic Press IDEAL 13.9

3. ACS 14.6 3. Academic Press IDEAL 16.1 3. ACS 12.6

4. Springer-Verlag LINK 14.2 4. ACS 15.6 4. Springer-Verlag LINK 9.4

5. AIP:OJPS 11.2 5. AIP:OJPS 12.4 5. AIP:OJPS 9.0

6. BioMedNet 10.6 6. BioMedNet 12.2 6. John Wiley & Sons,Inc. Wiley InterScience 8.5

7. John Wiley & Sons,Inc. Wiley InterScience 10.4 7. John Wiley & Sons,Inc. Wiley InterScience 11.4 7. BioMedNet 7.6

8. OUP 7.3 8. OUP 7.2 8. CUP 7.6

9. Blackwell Science Synergy 4.7 9. RSC: Royal Society of Chemistry 5.5 9. IEEE: IEL 6.3

10. RSC 4.4 10. Blackwell Science Synergy 5.2 10. IEE:IEE Online Journal 5.4

＜人文・社会科学系＞ ＜人文・社会科学系教官＞ ＜人文・社会科学系院生＞

1. Elsevier Science  ScienceDirect 8.5 1. Elsevier Science  ScienceDirect 9.8 1. Elsevier Science  ScienceDirect 5.5

2. OUP 4.6 2. OUP 5.7 2. CUP 3.3

2. CUP 4.6 3. CUP 5.2 3. Academic Press IDEAL 2.7

4. Academic Press IDEAL 3.0 4. Academic Press IDEAL 3.1 4. OUP 2.2

5. Springer-Verlag LINK 2.3 5. Springer-Verlag LINK 3.1 4. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 2.2

6. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 2.1 6. John Hopkins University Press Project Muse 2.1 4. JSTOR 2.2

7. John Hopkins University Press Project Muse 1.9 6. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 2.1 7. John Hopkins University Press Project Muse 1.6

8. ProQuest Direct 1.8 6. ProQuest Direct 2.1 8. ProQuest Direct 1.1

9. Blackwell Science Synergy 1.4 6. Taylor & Francis Catchword 2.1 8. Blackwell Science Synergy 1.1

9. Taylor & Francis Catchword 1.4 10. Blackwell Science Synergy 1.5 10. Springer-Verlag LINK 0.5

　　日頃利用しているサービスを、自然科学／人文・社会科学系／教官／院生別のランキングにまとめたのが以下の表。
　いずれの層でも「Elsevier Science  ScienceDirect」が第１位になっている。その他の上位電子ジャーナルをみると、自然科学系では、第２位以下は
「Academic Press IDEAL」、「ACS（American Chemical Society）」、「Springer-Verlag LINK」が占める。一方、人文・社会科学系では、第２位以下は
「OUP（Oxford University Press) 」「CUP（Cambridge University Press）」「Academic Press IDEAL」が占める。

n=2146

n=599

n=1414 n=732

n=416 n=183
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４－２．主要電子ジャーナルの利用度（２）-２

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスはどれですか。

＜人文科学系＞ ＜理学＞ ＜農学＞

1. CUP 5.5 1. Elsevier Science  ScienceDirect 48.0 1. Elsevier Science  ScienceDirect 45.4

1. OUP 5.5 2. ACS 22.7 2. BioMedNet 19.3

3. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 2.2 3. AIP:OJPS 17.8 3. Academic Press IDEAL 19.0

3. John Hopkins University Press Project Muse 2.2 4. Springer-Verlag LINK 17.1 4. Springer-Verlag LINK 17.6

5. Springer-Verlag LINK 1.5 5. Academic Press IDEAL 16.3 5. ACS 15.1

6. Academic Press IDEAL 1.1 6. John Wiley & Sons,Inc:, Wiley InterScience 14.4 6. Blackwell Science Synergy 11.1

7. Elsevier Science  ScienceDirect 0.7 7. BioMedNet 13.1 7. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 7.0

7. ProQuest Direct 0.7 8. IoP Electronic Journals 7.7 8. OUP 6.8

7. Taylor & Francis Catchword 0.7 9. OUP 7.6 9. ChemWeb 5.4

7. OCLC ECO 0.7 10. Blackwell Science Synergy 6.9 10. AIP:OJPS 2.7

＜社会科学系＞ ＜工学＞ ＜医歯薬学＞

1. Elsevier Science  ScienceDirect 15.7 1. Elsevier Science  ScienceDirect 44.6 1. Elsevier Science  ScienceDirect 41.7

2. Academic Press IDEAL 4.8 2. AIP:OJPS 14.8 2. Academic Press IDEAL 21.8

3. CUP 3.7 3. ACS 14.0 3. Springer-Verlag LINK 18.5

3. OUP 3.7 4. John Wiley & Sons,Inc:, Wiley InterScience 10.7 4. BioMedNet 17.7

5. Springer-Verlag LINK 3.1 5. Academic Press IDEAL 9.8 5. OUP 12.1

6. ProQuest Direct 2.7 6. IEEE: IEL 8.9 6. John Wiley & Sons,Inc. Wiley InterScience 9.6

6. Blackwell Science Synergy 2.7 7. Springer-Verlag LINK 8.6 7. ACS 7.2

8. Taylor & Francis Catchword 2.1 8. IoP Electronic Journals 6.1 8. Blackwell Science Synergy 4.8

9. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 2.0 9. RSC 5.0 8. ProQuest Direct 4.8

9. JSTOR 2.0 9. ChemWeb 5.0 10. Kluwer Academic Publishers Kluwer Online 3.2

　　日頃利用しているサービスを、研究分野別のランキングにまとめたのが以下の表。
「社会科学系」「理学」「農学」「工学」「医歯薬学」で「Elsevier Science  ScienceDirect」が第１位になっている。
「人文科学系」では、「CUP（Cambridge University Press）」と「OUP（Oxford University Press）」がトップ。

n=289

n=310

n=547

n=834

n=250

n=435
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４－３．主要電子ジャーナルの評価（１）

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

コンテンツの
質が高い

データ量が
豊富

検索機能が
優れている

リンクの機能
が充実してい
る

画面が見や
すい

画面のペー
ジ展開がしや
すい

論文中の画
像情報の質
が高い

自分が使い
やすいように
設定できる

学界で評価さ
れている

論文掲載の
タイミングが
早い

全体として使
いやすい

AIP: OJPS (n=241) 53.0 51.3 31.5 8.5 14.1 14.1 12.8 5.6 40.2 29.8 45.4

Elsevier Science ScienceDirect (n=1004) 39.9 57.4 24.9 8.8 14.7 9.8 12.8 5.8 19.3 18.3 44.4

OUP (n=185) 46.8 34.0 22.4 11.1 20.9 10.9 13.5 1.7 23.0 14.2 42.9

Academic Press IDEAL (n=348) 36.2 34.9 7.2 5.0 8.8 5.0 8.2 4.2 15.2 12.9 37.9

ACS (n=313) 52.9 41.7 19.7 7.7 13.2 7.6 9.8 1.0 45.2 28.8 35.2

BioMedNet (n=230) 47.3 49.3 19.1 13.1 10.7 6.0 7.6 7.5 6.0 4.5 33.6

Springer-Verlag LINK (n=318) 27.1 28.0 5.1 1.3 8.6 3.1 3.2 3.2 12.6 9.8 30.4

John Wiley & Sons, Inc. Wiley InterScience (n=229) 37.6 35.8 12.2 1.5 9.2 6.0 3.4 0.0 32.9 15.0 25.5

*網掛けは上位3位を示す。

　利用度が上位の8つの電子ジャーナルについて、利用者によるサービスの印象・イメージ（評価）をみたのが下表。表は「全体として使いやすい」のスコ
アが高い順となっている。
「全体として使いやすい」が高い上位３ジャーナル「AIP（American Institute of Physics(APSも含む) OJPS」「Elsevier Science  ScienceDirect」
「OUP（Oxford University Press）」は、全般的にその他の評価項目でも他のジャーナルに比べ評価が高い。
その他、「ACS（American Chemical Society）」が「コンテンツの質が高い」「学界で評価されている」「論文掲載のタイミングが早い」で高い点、
「BioMedNet」が「コンテンツの質が高い」「データ量が豊富」「リンクの機能が充実している」で高い点、「John Wiley & Sons, Inc. Wiley
InterScience」が「学界で評価されている」で高い点が特徴的。
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４－３．主要電子ジャーナルの評価（２）

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

＜AIP: American Institute of Physics OJPS＞ ＜Elsevier Science ScienceDirect＞
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　「AIP（American Institute of Physics）OJPS」「Elsevier Science ScienceDirect」の利用者の印象・イメージ（評価）をみたのが以下のグラフ。
　「AIP OJPS」では、「コンテンツの質が高い」(53％)、「データ量が豊富」(51％)といった項目で評価が高い。
　「Elsevier Science ScienceDirect」では、「データ量が豊富」(57％)が特に評価が高く、「コンテンツの質が高い」（40％）が高い。

n=214 n=1004
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４－３．主要電子ジャーナルの評価（３）

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

＜OUP:Oxford University Press＞ ＜Academic Press IDEAL＞
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　　「OUP（Oxford University Press）」「Academic Press IDEAL」の利用者の印象・イメージ（評価）をみたのが以下のグラフ。
　
　「OUP」では、「コンテンツの質が高い」(47％)が高い。
　「Academic Press IDEAL」では、「コンテンツの質が高い」(36％)、「データ量が豊富」（35％）が高い。

n=185 n=348
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４－３．主要電子ジャーナルの評価（４）

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

＜ACS:American Chemical Society＞ ＜BioMedNet＞
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　　「ACS（American Chemical Society）」「BioMedNet」の利用者の印象・イメージ（評価）をみたのが以下のグラフ。
　
　「ACS」では、「コンテンツの質が高い」(53％)、「学界で評価されている」(45％)、「データ量が豊富」（42％）が高い。
　「BioMedNet」では、「データ量が豊富」(49％)、「コンテンツの質が高い」(47％)が高い。

n=313 n=230
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４－３．主要電子ジャーナルの評価（５）

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

＜Springer-Verlag LINK＞ ＜John Wiley & Sons, Inc. Wiley InterScience＞
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　「Springer-Verlag LINK」「John Wiley & Sons, Inc. Wiley InterScience」の利用者の印象・イメージ（評価）をみたのが以下のグラフ。
　
　「Springer-Verlag LINK」では、「データ量が豊富」(28％)、「コンテンツの質が高い」（27％）が高い。
　「John Wiley & Sons, Inc. Wiley InterScience」では、「コンテンツの質が高い」(38％)、「データ量が豊富」(36％)、「学界で評価されている」
（33％）で高い。

n=318 n=229
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＜参考＞主要電子ジャーナルの評価

　　※利用度が比較的低い下記の電子ジャーナルの印象・イメージ（評価）については、下表のとおり。

Ｑ５－２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

コンテンツの
質が高い

データ量が
豊富

検索機能が
優れている

リンクの機能
が充実してい
る

画面が見や
すい

画面のペー
ジ展開がし
やすい

論文中の画
像情報の質
が高い

自分が使い
やすいように
設定できる

学界で評価
されている

論文掲載の
タイミングが
早い

全体として使
いやすい

ACM: ACM Digital Library (n=51) 47.4 48.4 6.4 0.0 15.3 6.9 0.0 0.0 20.2 0.0 40.5

AMS (n=56) 36.8 31.9 30.5 18.8 18.8 6.3 18.4 0.0 18.4 18.4 26.4

ASCE:OJPS (n=14) 0.0 50.8 25.4 49.2 0.0 23.8 0.0 0.0 74.6 76.2 0.0

ASME: OJPS (n=39) 26.6 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5 62.3 26.0 26.0

Blackwell Science Synergy (n=108) 45.9 19.9 8.2 7.2 6.3 4.2 3.2 0.9 23.4 11.5 32.5

ChemWeb (n=72) 28.8 33.6 9.7 14.6 4.9 9.7 0.0 0.0 4.9 0.0 33.0

CUP (n=72) 47.1 21.4 4.9 10.9 10.9 4.4 3.0 0.0 30.5 13.9 26.7

IEE:IEE Online Journal (n=60) 17.0 33.0 11.2 0.0 5.4 0.0 5.4 0.0 11.2 5.4 16.7

IEEE: IEL (n=90) 47.0 44.9 11.2 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 21.3 2.4 30.1

Ingenta (n=12) 44.4 55.6 73.1 0.0 17.6 0.0 0.0 0.0 17.6 0.0 71.3

IoP: IoP Electronic Journals (n=93) 40.9 25.6 7.5 0.0 7.5 3.8 11.1 3.5 22.6 3.8 18.6

John Hopkins University Press Project Muse (n=22) 66.4 46.0 25.6 15.9 20.4 4.5 15.9 0.0 20.4 9.7 33.0

JSTOR (n=9) 89.4 34.8 57.6 0.0 22.7 34.8 22.7 10.6 33.4 0.0 33.4

Karger Karger Online (n=20) 46.5 0.0 0.0 0.0 17.8 0.0 0.0 0.0 10.9 0.0 35.6

Kluwer Academic Publishers Kluwer Online (n=68) 51.8 35.3 20.5 10.2 10.2 11.7 5.1 1.5 35.0 14.6 36.5

MCB University Press Emerald (n=7) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

OCLC ECO (n=4) 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

OSA: OJPS (n=27) 50.4 13.0 25.2 0.0 25.2 0.0 0.0 0.0 37.4 12.2 38.2

ProQuest Direct (n=38) 26.6 53.6 5.6 5.6 8.2 20.4 8.2 20.4 17.4 17.4 25.7

RSC (n=94) 48.5 44.7 11.0 0.0 0.0 3.7 3.7 0.0 44.5 33.3 44.3

SIAM (n=27) 25.0 37.1 25.8 12.1 24.2 12.1 24.2 12.1 0.0 12.1 37.1

Taylor & Francis Catchword (n=46) 43.8 27.0 11.8 7.6 9.3 14.3 7.1 4.7 7.6 0.0 21.4
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４－４．使いやすさにつながる機能

Ｑ５-２： 日頃利用しているサービスの印象・イメージ（評価）はどれですか。

　各利用電子ジャーナルの評価のうち、「全体として使いやすい」とその他の10項目の相関係数をみたのが下記の通り。これによって、使いやすさが具体的にどう
いうことと関係が深いかがわかる。
　検索機能、画面の見やすさ、画面のページ展開が使いやすさに寄与していることがわかる。
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て
い
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５．情報機器利用の現状と今後
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５－１．ＰＣの利用状況

Ｑ４A)： 研究のためにどのくらいＰＣを利用していますか。

93.2

95.1

94.8

57.9

95.9

94.0

23.0

95.5

89.2

96.3

日常的に利用
している

13.7

5.2

2.0

利用する
ことがある

1.5

3.0

3.1

1.4

1.5

3.1

4.5

1.2

利用して
いない

1.3

1.8

2.8

0.9

2.6

2.7

1.0

0.9

5.5

1.3

無回答

1.0

0.5

1.1

1.3

0.2

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)

　研究のためのＰＣの利用度をたずねた。
　研究室では、人文・社会科学系院生では約６割と低いものの、全体では「日常的に利用している」とする人は90％を超えている。
　大学の共同利用端末では、教官に比べ院生の利用が高いが、特に人文・社会科学系院生は「日常的に利用」が約30％となっている。
　自宅などでは、「日常的に利用している」人が半数。自然科学系に比べ人文・社会科学系の方が自宅等での利用が高い。また、年代的には40代
で最も高くなっているが、50代以上では低い。
　利用場所を関係なくみると、日常的な利用は、人文・社会科学系院生で90％とやや低いものの、全体では95％以上の人が利用している。
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34.2
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利用して
いない
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8.7
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22.7
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18.6

30.5

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)
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38.1
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無回答
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9.0全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)
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95.5
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利用して
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無回答

0.5

0.6

0.1

0.4
全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)

研究室 共同利用端末など 自宅など 全体
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５－２．インターネットの利用状況

Ｑ４A)： 研究のためにどのくらいインターネットを利用していますか。
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15.2
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25.2

28.7

26.4

21.4

14.6

46.3

45.7

47.9

22.4
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41.9

49.1
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17.9
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8.7

14.1

無回答
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21.1

8.7

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)

　研究のためのインターネットの利用度をたずねた。
　研究室では、人文・社会科学系院生では50％を下回っているものの、全体では「日常的に利用している」とする人は90％。
　大学の共同利用端末では、特に人文・社会科学系院生が高く「日常的に利用」が約30％。
　自宅などでは、「日常的に利用している」人がインターネットは約35％。自然科学系に比べ人文・社会科学系の方が自宅等での利用が高く、年
代的には40代で最も高くなっているが、50代以上では低くなる。
　利用場所を関係なくみると、人文・社会科学系院生や50代以上ではやや低いものの、全体では90％以上の人が日常的に利用している。
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自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)
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11.9

8.9

全体(N=2745)

自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)

91.6
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95.9

85.6

9.9
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自然科学系教官(n=1414)

自然科学系院生(n=732)

人文・社会科学系教官(n=416)

人文・社会科学系院生(n=183)

２０代(n=912)

３０代(n=664)

４０代(n=602)

５０代以上(n=567)

(%)

研究室 共同利用端末など 自宅など 全体
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５－３．情報機器利用度

Ｑ４B)：あなたは、以下にあげるような情報機器を日頃利用していますか。
現在利用中

携帯電話・
PHS

携帯電話・
PHSのメー
ル機能

携帯電話・
PHSでのイ
ンターネット

PDA
出先でのＥ
メールの
チェック

自然科学系教官 (n=1414) 51.4 24.1 13.6 10.7 31.5

自然科学系院生 (n=732) 80.3 66.8 35.4 4.9 20.2

人文・社会科学系教官 (n=416) 44.8 18.6 13.9 6.2 33.0

人文・社会科学系院生 (n=183) 72.1 51.4 28.4 1.6 25.1
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P
D
A

　　現在利用中の情報機器を年代別にまとめたのが以下のグラフ。
「携帯電話・ＰＨＳ」の利用度は全体的に高いが、中でも20代は、メール機能、インターネット利用も含めて「携帯電話・ＰＨＳ」の利用率が際立って高い。
「ＰＤＡ」は30・40代の利用が比較的高く10％強となっている。
「出先でのＥメールチェック」も30・40代で高く、約35％の利用率となっている。
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５－４．情報機器利用意向

Ｑ４B)：あなたは、以下にあげるような情報機器を日頃利用していますか。
今後（も）利用したい

携帯電話・
PHS

携帯電話・
PHSのメー
ル機能

携帯電話・
PHSでのイ
ンターネット

PDA
出先でのＥ
メールの
チェック

自然科学系教官 (n=1414) 38.0 30.3 25.6 25.6 46.7

自然科学系院生 (n=732) 57.8 54.3 36.8 27.4 50.2

人文・社会科学系教官 (n=416) 33.0 26.3 20.1 19.6 39.7

人文・社会科学系院生 (n=183) 47.5 42.1 35.0 25.1 49.7
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全体（N＝2745）

２０代（ｎ＝912）

３０代（ｎ＝664）
４０代（ｎ＝602）
５０代以上（ｎ＝567）

　　情報機器の今後の利用意向を年代別にまとめたのが以下のグラフ。
「携帯電話・ＰＨＳ」関連の機能は20代で高い。
現在の利用度に比べ、「ＰＤＡ」や「出先でのＥメールチェック」の今後の利用が、50代以上の層や人文・社会科学系教官でやや低いものの、全体としては高くなっているの
が特徴的。特に「出先でのＥメールチェック」は約半数の人が今後の利用意向を示している。
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６．自由回答にみる
電子ジャーナルに対する意見・要望
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６．自由回答にみる電子ジャーナルに対する意見・要望（１）

自由回答の内容のポイント ※詳細は次ページの表参照。

Ｑ１０： 電子ジャーナルについて、日頃感じていること

●　過去の文献に対する需要が高い。特に自然科学系の分野で、古い文献が電子化されることが望まれる。

●　利用料金については、高すぎるため「利用しづらい」や「普及の妨げになっている」といった不満が多い。

●　検索については、わかりにくく、使いづらいものとなっている。そのため、検索インターフェースの改善が望まれている。

●　冊子体の方がよいとする意見では、一覧性に優れている点、予期せぬ発見が期待できる点などが挙げられる。

●　冊子体との併用が望ましいという意見では、二者択一で片方だけを選ぶのではなく、用途に応じて使い分けるという考えを持った研究者が多い。

●　属性でみると、自然科学分野では電子ジャーナルがかなり浸透しており、更なる充実を望む声が多い反面、人文・社会科学分野では認知度・理解度と
　　もに低く、利用者も少ないことがわかる。これは、人文・社会科学系電子ジャーナルが少ないことが一つの要因になっていると考えられる。しかし電子
　　ジャーナルの充実を望む声も多く、情報のニーズ、これから利用したいといった意向を持つ研究者が、積極的に取り組んでいこうとする姿勢が伺える。

●　大学間の格差については、特に自然科学系の研究者が多く不満を感じている。大学間や学部間で不平等をなくし、研究者が豊富な情報の元で研究
　　できる環境が望まれている。

●　画質が悪かったり、内容が悪い、一部分しか見られないなど、クオリティーに対する不満も多い。

●　便利だとする意見では、いつでもどこでも利用できることが、最大の利点として挙げられている。入手するための時間や手間が大幅に削減されている
　　ことがわかる。また速報性があり、紙で全部残しておく必要がなくなったことも便利だと感じられている。
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６．自由回答にみる電子ジャーナルに対する意見・要望（２）

自由回答の件数ランキング

Ｑ１０： 電子ジャーナルについて、日頃感じていること。

順位 件数 自然科学系 人文・
社会科学系

教官 院生

1 過去の文献を整備してほしい 35 30 5 9 26
2 利用料金について 26 20 6 14 12
3 便利 24 21 3 11 13
3 検索機能を充実させてほしい 24 21 3 7 17
5 文化系のものが少ない／研究分野によって差がある 22 2 20 12 10
6 電子ジャーナルが少ない／増やしてほしい 21 16 5 6 15
7 推進／充実させてほしい 18 14 4 9 9
8 これから利用したい 17 5 12 4 13
9 時間がかかる 16 11 5 12 4
10 よくわからない 15 4 11 2 13
10 情報・宣伝不足 15 5 10 3 12
12 冊子体との併用が望ましい 13 8 5 6 7
12 画質・解像度・内容が悪い 13 12 1 9 4
14 冊子体の方がよい 12 10 2 12 0
15 大学における格差について 11 11 0 5 6
16 電子ジャーナルの問題点 10 9 1 6 4
17 電子ジャーナル化を希望するもの 8 4 4 5 3
18 外国の文献について 7 4 3 3 4
19 ファイル形式について 6 5 1 3 3
20 見たいものがない 5 3 2 2 3
20 使いにくい 5 2 3 1 4
20 著作権・セキュリティ問題 5 4 1 3 2
23 制度・将来について不安がある 4 4 0 4 0
23 自宅から利用したい 4 2 2 2 2
25 結局印刷する 3 2 1 2 1
25 一部分だけしか読めないことへの不満 3 2 1 3 0
27 プレプリントについて 2 2 0 1 1
その他 12 8 4 5 7

属　　性　　別

　下表は、電子ジャーナルに対する意見や要望などの自由記述を整理して、件数でみたものである。
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さ
て
、
国
立
大
学
図
書
館
協
議
会

 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
学
術
情
報
の
提
供
形
態
と
し
て

近
年
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
、
協
議
会
に
加
盟
す
る
各
図
書
館
が
導
入
の

意
思
決
定
を
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
利
用
状
況
及
び
今
後
の

活
用
方
法
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

 

  
当
調
査
の
結
果
は
、
上
記
の
目
的
に
資
す
る
た
め
国
立
大
学
図
書
館
協
議
会
の
総
会
に
報
告
書
と
し
て
提
出
さ

れ
る
と
と
も
に
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
概
要
を
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

  
今
回
は
、
す
で
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
大
規
模
総
合
大
学
１
０
校
の
教
官
・
院
生
の
皆
様

を
調
査
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
な
た
様
を
対
象
者
と
し
て
選
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
統
計

手
法
の
一
つ
で
あ
る
無
作
為
抽
出
に
よ
る
も
の
で
他
意
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

  
ご
多
用
中
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
大
学
に
お
け
る
研
究
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
の
で
、
趣
旨
を
お
汲

み
取
り
の
上
、
是
非
同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

  
回
答
は
4
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
、
日
経
リ
サ
ー
チ
宛
）
に
て
ご
投
函
く
だ

さ
い
。
同
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

【
h

tt
ps

://
w

eb
.n

ik
ke

i-
r.

co
.jp

/e
-j

ou
rn

al
 に
ア
ク
セ
ス

(I
D

:jo
u

rn
al

, P
as

sw
or

d:
su

rv
ey
）
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
二
重
の
ご
回
答
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。】

 
   
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
及
び
分
析
は
（
株
）
日
経
リ
サ
ー
チ
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
調
査
へ
の

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
下
記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
当
調
査
は
無
記
名
で
実
施
し
、
分
析
も
統
計
数

字
と
し
て
の
み
（
例
：
～
と
い
う
人
が
○
％
）
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
   

  
 2

00
1
年

4
月

10
日

 

国
立
大
学
図
書
館
協
議
会

 
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

 

主
査

 名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
長

 伊
藤

 義
人

 
 ■
問
合
せ
先
・
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
先
（
調
査
実
施
機
関
）

 

 
株
式
会
社
 
日
経
リ
サ
ー
チ

 

（
郵
送
に
よ
る
返
送
）
〒

10
1-

00
48
 
東
京
都
千
代
田
区
神
田
司
町
２
－
２
－
７

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
）

h
tt

ps
://

w
eb

.n
ik

ke
i-

r.
co

.jp
/e

-j
ou

rn
al

 (I
D

:jo
u

rn
al

, P
as

sw
or

d:
su

rv
ey
） 

 
注
）
郵
送
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
二
重
の
回
答
は
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
 
担
当
：
市
島
（
イ
チ
シ
マ
）
 
 
電
話
：

03
-5

29
6-

51
54
（
平
日
：

10
：

00
～

18
：

00
）

 



 
1 

 <電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
は
> 

当
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る
学
術
雑
誌
で
、
HT
ML
や
PD
F
形
式
な
ど
の
フ
ァ

イ
ル
に
て
論
文
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
読
め
る
雑
誌
を
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

 

●
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
特
徴
 

・
最
新
号
が
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
即
座
に
読
め
、
冊
子
の
刊
行
よ
り
先
に
公
開
さ
れ
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
増

え
て
い
ま
す
。
 

 ・
冊
子
と
は
異
な
り
、
他
の
人
が
利
用
し
て
い
て
も
同
時
に
同
じ
論
文
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

 ・
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
書
架
を
必
要
と
せ
ず
省
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
 

 ・
引
用
文
献
や
そ
の
他
有
益
な
学
術
情
報
へ
の
リ
ン
ク
が
充
実
し
、
研
究
活
動
を
シ
ー
ム
レ
ス
な
も
の
と
し

ま
す
。
 

 ・
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、
研
究
室
に
い
な
が
ら
に
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
時
間
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
24
時
間
利
用
可
能
で
す
。
 

 ※
上
記
は
一
般
的
な
説
明
で
あ
り
、
個
々
の
事
情
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

※
当
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ご
所
属
の
大
学
図
書
館
が
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ど
う
か
は
問
い
ま

せ
ん
。

 

  

●
各
大
学
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
状
況
 

大
学
名
 
洋
雑
誌
受
入
数
 

（冊
子
体
） 

提
供
 

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
数
 

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
ペ
ー
ジ
の
U
R
L 

北
海
道
大
学
 

4,
60

0 
2,

50
0 

h
tt

p:
//w

w
w

.li
b.

h
ok

u
da

i.a
c.

jp
/it

em
/e

_j
ou

rn
al

.h
tm

l 
東
北
大
学
 

6,
50

0 
1,

60
0 

ht
tp

://
w

w
w

.li
br

ar
y.

to
h

ok
u

.a
c.

jp
/o

lj/
ol

j_
co

nt
ra

ct
.h

tm
l 

千
葉
大
学
 

3,
20

0 
1,

50
0 

h
tt

p:
//w

w
w

2.
ll

.c
h

ib
a-

u
.a

c.
jp

/~
sa

n
/g

u
id

e/
el

-j
ou

rn
al

s.
ht

m
l 

東
京
大
学
 

4,
90

0 
4,

00
0 

h
tt

p:
//e

jo
u

rn
al

.d
l.i

tc
.u

-t
ok

yo
.a

c.
jp

/ 
東
京
工
業
大
学
 

3,
30

0 
1,

70
0 

h
tt

p:
//w

w
w

.li
br

a.
ti

te
ch

.a
c.

jp
/o

n
li

n
e.

h
tm

l 
名
古
屋
大
学
 

4,
20

0 
4,

00
0 

h
tt

p:
//w

w
w

.n
u

l.n
ag

oy
a-

u
.a

c.
jp

/F
ul

lT
ex

t/
F

ul
lT

ex
t.

ht
m

l 

京
都
大
学
 

4,
60

0 
1,

80
0 

h
tt

p:
//d

db
.li

bn
et

.k
u

li
b.

ky
ot

o-
u

.a
c.

jp
/lu

sr
/g

ak
u

n
ai

.h
tm

l#
ej

n
l 

大
阪
大
学
 

5,
30

0 
1,

50
0 

h
tt

p:
//w

w
w

.li
br

ar
y.

os
ak

a-
u.

ac
.jp

/o
th

er
s/

za
ss

hi
.h

tm
 

広
島
大
学
 

4,
40

0 
1,

50
0 

ht
tp

://
w

w
w

.li
b.

hi
ro

sh
im

a-
u.

ac
.jp

/s
on

ot
a/

on
li

ne
j.h

tm
l 

九
州
大
学
 

6,
20

0 
1,

30
0 

h
tt

p:
//a

th
in

a.
li

b.
ky

u
sh

u
-u

.a
c.

jp
/e

j/ 

注
）
上
記
は
概
数
。
各
大
学
に
よ
り
冊
数
の
集
計
方
法
は
異
な
り
ま
す
。

 



 
2 

Q
1．
早
速
で
す
が
、
学
術
研
究
上
、
以
下
の
ツ
ー
ル
を
こ
こ
１
～
２
年
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
ま
す

か
。
そ
れ
ぞ
れ
最
も
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
に
１
つ
ず
つ
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

 

 

ほ ぼ 毎 日 利 用 し て い る 

週 に １ ～ ２ 日 程 度 利 用 

月 に １ ～ ２ 日 程 度 

今 ま で に 利 用 し た こ と が 
あ る 

ど う い う も の か 知 っ て い

る が 利 用 し た こ と が な い 
知 ら な か っ た 

a)
 E
メ
ー
ル
 

→
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
６
 

b)
 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
（

Y
ah

oo
!、

G
oo

gl
e
等
） 
→
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
６
 

c)
 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
統
計
、
特
許
、
時
事
、
書
籍
情
報
な
ど
 
→
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
６
 

d)
 大
学
や
学
会
関
連
の
サ
イ
ト
 

→
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
６
 

e)
 学
術
文
献
の
目
次
／
抄
録
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
 
→
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
６
 

 Q
2．
そ
れ
で
は
次
に
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
は
、
こ
こ
で
は
、
学
術
雑
誌
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
利
用
を
さ
し
ま
す
が
、
あ

な
た
は
こ
こ
１
～
２
年
、
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
印
を
つ
け
て

下
さ
い
。

 

 1
．
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
る

 
4．
今
ま
で
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

 

 2
．
週
に
１
～
２
日
程
度
利
用
し
て
い
る

 
5．
ど
う
い
う
も
の
か
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
 

 
 が
な
い
 

 3
．
月
に
１
～
２
日
程
度
利
用
し
て
い
る

 
6．
知
ら
な
か
っ
た
 
→
 
Ｑ
４
へ
 

1～
3
と
お
答
え
の
方
は
Ｑ
２
－
２
.へ
  

4～
5
と
お
答
え
の
方
は
Ｑ
２
－
３
.へ
 

 Ｑ
２
－
２
．
日
頃
利
用
さ
れ
て
い
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
数
（
雑
誌
数
）
は
、
お
よ
そ
い
く
つ
で
す

 

か
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  Ｑ
２
－
３
．
な
ぜ
こ
こ
１
～
２
年
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
て
は
ま
る

 

も
の
す
べ
て
に
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

 

 1
．
利
用
し
た
い
タ
イ
ト
ル
が
な
い
か
ら

 
6.
 パ
ソ
コ
ン
画
面
で
は
読
み
に
く
い
か
ら
 

 2
．
研
究
分
野
の
収
録
が
少
な
い
か
ら

 
7.
 イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
使
い
に
く
い
か
ら
 

 3
．
利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
か
ら

 
8.
 ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
時
間
が
か
か
る
か
ら
 

 4
．
冊
子
体
が
あ
れ
ば
十
分
だ
か
ら

 
9．
そ
の
他
 

 5
. 
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
不
十
分
だ
か
ら
 

（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
約

 
タ
イ
ト
ル

 



 
3 

Q
3．
あ
な
た
は
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
関
し
て
、
日
頃
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て
い
ま
す
か
。

 

（
い
く
つ
で
も
○
印
）

 

 1
．
他
の
研
究
者
か
ら
の
話

 
 8
．
業
界
紙

 

 2
．
学
生
か
ら
の
話

 
 9
．
出
版
社

 

 3
．
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
案
内

 
10
．
書
店

 

 4
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）

 
11
．
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

 

 5
．
学
会
誌

 
12
．
一
般
雑
誌

 

 6
．
研
究
会
報
等
の
冊
子

 
13
．
そ
の
他

 

 7
．
専
門
雑
誌

 
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 Q
4．
Ｐ
Ｃ
等
の
情
報
機
器
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

A
）
あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
ど
の
く
ら
い

P
C
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
も
の
に
１
つ
ず
つ
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

 
 

P
C

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

 
日 常 的 に 

   利 用 し て い る 
利 用 す る こ と が あ る 

利 用 し て い な い 

 
日 常 的 に 

   利 用 し て い る 

利 用 す る こ と が あ る 

利 用 し て い な い 

環 境 的 に （ 施 設 上 の 

問 題 で ） 利 用 で き な い 

ａ
）
大
学
の
研
究
室
で

 
１
 
２
 
３
 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｂ
）
大
学
の
共
同
利
用
端
末
な
ど

 
１
 
２
 
３
 
→

 
１
 
２
 
３
 
－
 

ｃ
）
上
記
以
外
（
自
宅
な
ど
）
で

 
１
 
２
 
３
 
→

 
１
 
２
 
３
 
－
 

 

B
）
あ
な
た
は
、
以
下
に
あ
げ
る
よ
う
な
情
報
機
器
を
日
頃
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
（
も
）
利
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い

 
 

現 在 利 用 中 

今 後 （ も ） 
 利 用 し た い 

ａ
）
携
帯
電
話
・

P
H

S
（
通
話
）

 
１
 
１
 

ｂ
）
携
帯
電
話
・

P
H

S
の
メ
ー
ル
機
能

 
２
 
２
 

ｃ
）
携
帯
電
話
・

P
H

S
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ｉ
モ
ー
ド
等
） 
３
 
３
 

ｄ
）

P
D

A
（
パ
ー
ム
や
ザ
ウ
ル
ス
等
）

 
４
 
４
 

ｅ
）
出
先
で
ノ
ー
ト

P
C
等
に
よ
る
Ｅ
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

 
５
 
５
 

 



 
4 

Ｑ
５
－
１
．
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ご
存
じ
の
も
の
に
 

す
べ
て
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

注
１
）
単
独
タ
イ
ト
ル
の
も
の
は
除
い
て
い
ま
す
。
 
注
２
）
下
記
の
サ
ー
ビ
ス
名
は
提
供
先
の
ｱﾙ
ﾌｧ
ﾍﾞ
ｯﾄ
順
で
す
。

 

1.
  

A
ca
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m
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n
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A
C

M
: A

ss
oc

ia
ti

on
 fo

r 
C

om
pu

tt
in

g 
M

ac
hi

ne
ry

 
  

  
A

C
M

 D
ig

it
al

 L
ib

ra
ry
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. 
 J

oh
n

 H
op

ki
n

s 
U

n
iv

er
si

ty
 P

re
ss

 
  

  
 P

ro
je

ct
 M

u
se

  

3.
  

A
C

S
: A

m
er

ic
an

 C
h

em
ic

al
 S

oc
ie

ty
 

 
18

. 
 J

oh
n

 W
il

ey
 &

 S
on

s,
 I

n
c.

 
  

  
 W

il
ey

 I
nt

er
S

ci
en

ce
 

4.
  

A
IP

: A
m

er
ic

an
 I

n
st

it
u

te
 o

f 
P

h
ys

ic
s(

A
P

S
も
含
む
） 

  
  

O
JP

S
 

19
. 

 J
S

T
O

R
 

5.
  

A
M

S
: A

m
er

ic
an

 M
at

h
em

at
ic

al
 S

oc
ie

ty
 

20
. 

 K
ar

ge
r 

  
  

 K
ar

ge
r 

O
n

li
n

e 

6.
  

A
S

C
E

: A
m

er
ic

an
 S

oc
ie

ty
 o

f C
iv

il
 E

ng
in

ee
rs

 
  

  
O

JP
S

 
21

. 
 K

lu
w

er
 A

ca
de

m
ic

 P
u

bl
is

h
er

s 
  

  
 K

lu
w

er
 O

n
li

n
e 
 

7.
  

A
S

M
E

: A
m

er
ic

an
 S

oc
ie

ty
 o

f M
ec

ha
ni

ca
l E

ng
in

ee
rs

 
  

  
O

JP
S

 
22

. 
 M

C
B

 U
n

iv
er

si
ty

 P
re

ss
 

  
  

 E
m

er
al

d 

8.
  

B
io

M
ed

N
et

 
23

. 
 O

C
L

C
 

  
  

 E
C

O
 

9.
  

B
la

ck
w

el
l S

ci
en

ce
 

  
  

S
yn

er
gy

 
24

. 
 O

S
A

: O
pt

ic
al

 S
oc

ie
ty

 o
f A

m
er

ic
a 

  
  

 O
JP

S
 

10
.  

C
he

m
W

eb
  

25
. 

 O
U

P
: O

xf
or

d 
U

n
iv

er
si

ty
 P

re
ss

 
  

  
 H

ig
h

w
ir

e 

11
. 

 C
U

P
: C

am
br

id
ge

 U
ni

ve
rs

it
y 

P
re

ss
 

26
. 

 P
ro

Q
u

es
t 

D
ir

ec
t 

12
. 

 E
ls

ev
ie

r 
S

ci
en

ce
 

  
  

 S
ci

en
ce

D
ir

ec
t 

27
. 

 R
S

C
: R

oy
al

 S
oc

ie
ty

 o
f 

C
h

em
is

tr
y 

 

13
. 

 I
E

E
: I

n
st

it
u

ti
on

 o
f 

E
le

ct
ri

ca
l E

n
gi

n
ee

rs
 

  
  

 I
E

E
 O

nl
in

e 
Jo

ur
na

l 
28

. 
 S

IA
M

: S
oc

ie
ty

 fo
r 

In
du

st
ri

al
 a

n
d 

A
pp

li
ed

 M
at

h
em

at
ic

s 

14
. 

 I
E

E
E

: I
n

st
it

u
te

 o
f E

le
ct

ri
ca

l a
n

d 
 

  
  

 E
le

ct
ro

n
ic

s 
E

n
gi

n
ee

rs
 

  
  

 I
E

L
 

29
. 

 S
pr

in
ge

r-
V

er
la

g 
  

  
 L

IN
K
  

15
. 

 I
n

ge
n

ta
 

30
. 

 T
ay

lo
r 

&
 F

ra
nc

is
 

  
  

 C
at

ch
w

or
d 

 そ
の
他
に
ご
存
知
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
上
記
の
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
る
か
わ
か
ら
な
い
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
名
を
具
体
的
に
ご
記
入
下
さ
い
。（
番
号
も
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
）

 
31

. 
そ
の
他

 ①
 

 
33

. 
そ
の
他

 ③
 

 

32
. 
そ
の
他

 ②
 

34
. 
そ
の
他

 ④
 

 35
. 
知
っ
て
い
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
な
い
（
→
Ｑ
６
へ
）

 



 
5 

 Ｑ
５
－
２
．
そ
れ
で
は
、
Ｑ
５
－
１
．
で
○
印
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
の
中
で
、
日
頃
あ
な
た
が
利
用
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
は
ど
れ
で
す
か
。
最
も
よ
く
使
う
順
に
５
つ
あ
げ
て
下
さ
い
。（
Ｑ
５
－
１
．
の
番
号
を
記
入
し

て
下
さ
い
）

 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
象
・
イ
メ
ー
ジ
（
評
価
）
と
し
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
印
を
つ

 

け
て
下
さ
い
。

 

 
 注
）
利
用
し
て
い
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
な
い
場
合
は
、
Ｑ
６
．
へ
お
進
み
下
さ
い
。

 

 

よ
く
使
う
順
に
５
つ
ま
で

(Ｑ
５
－
１
の
番
号
で
記
入

) 

１
位

 
２
位

 
３
位

 
４
位

 
５
位

 

 
 

 
 

 

 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 

1）
コ
ン
テ
ン
ツ
の
質
が
高
い
 

１
 
１
 
１
 
１
 
１
 

2）
デ
ー
タ
量
が
豊
富
 

２
 
２
 
２
 
２
 
２
 

3）
検
索
機
能
が
優
れ
て
い
る
 

３
 
３
 
３
 
３
 
３
 

4）
リ
ン
ク
の
機
能
が
充
実
し
て
い
る
 

４
 
４
 
４
 
４
 
４
 

5）
画
面
が
見
や
す
い
（
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
・
カ
ラ
ー
等
）
 
５
 
５
 
５
 
５
 
５
 

6）
画
面
の
ペ
ー
ジ
展
開
が
し
や
す
い
 

６
 
６
 
６
 
６
 
６
 

7）
論
文
中
の
画
像
情
報
の
質
が
高
い
 

７
 
７
 
７
 
７
 
７
 

8）
自
分
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
設
定
で
き
る
 

８
 
８
 
８
 
８
 
８
 

9）
学
界
で
評
価
さ
れ
て
い
る
 

９
 
９
 
９
 
９
 
９
 

10
）
論
文
掲
載
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
い
 

10
 
10
 
10
 
10
 
10
 

 印 象 ・ イ メ ー ジ （ 評 価 ） ※ あ て は ま る も の に す べ て ○ 印 

11
）
全
体
と
し
て
使
い
や
す
い
 

11
 
11
 
11
 
11
 
11
 

   Ｑ
６
．
あ
な
た
の
今
後
の
研
究
活
動
の
た
め
に
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
ど
の
程
度
必
要
で
す
か
。
Ｑ
５
．
に
あ
げ

ら
れ
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
限
ら
ず
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
全
般
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

 

（
１
つ
だ
け
○
印
）

 

  
1．
絶
対
に
必
要

 
3．
あ
ま
り
必
要
な
い

 

 
2．
あ
る
程
度
必
要

 
4．
全
く
必
要
な
い

 

 

 
 

 
 

 



主
要
８
社
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
構
成
を
み
る
と
、

社
会
科
学
・人
文
系
も
増
加
し
、
現
在
は
３
割
を
占
め
る
。

著
し
い
伸
び
を
示
す
、
日
本
に
お
け
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
動
向

急
速
に
充
実
し
て
き
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

あ
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、
最
近
の
１
年
半
で
論
文
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
総
数
が
６
倍
に
！

0

50
,0
00

10
0,
00
0

15
0,
00
0

20
0,
00
0

25
0,
00
0

30
0,
00
0

35
0,
00
0

40
0,
00
0

S
ep
te
m
be
r-
99
D
ec
em
be
r-
99
M
ar
ch
-0
0
Ju
ne
-0
0
S
ep
te
m
be
r-
00
D
ec
em
be
r-
00

論
文
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
総
数

0%0%0%0%0%0%0%0%

自
然
科
学
系

71
%

（2
39
1タ
イ
ト
ル
）

社
会
科
学
・人
文
系

29
%

（9
78
タ
イ
ト
ル
）

主
要
８
社
※
の
タ
イ
ト
ル
構
成
　
(2
00
1．
3現
在
）

A
社
デ
ー
タ
よ
り

※
A
ca
de
m
ic
 P
re
ss
，
B
la
ck
w
el
l P
ub
lis
he
r，
B
la
ck
w
el
l S
ci
en
ce
，
E
ls
ev
ie
r 
S
ci
en
ce
，

Jo
hn
 W
ile
y，
O
xf
or
d 
U
.P
.，
S
pr
in
ge
r 
V
er
la
g，
T
ay
lo
r 
&
 F
ra
nc
is

紀
伊
国
屋
書
店
提
供

参
考
資
料

6 



 
7 

Ｑ
７
．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、

 

一
番
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
印
を
１
つ
ず
つ
つ
け
て
下
さ
い
。

 
 

 

と て も 

思 う 

や や 

思 う 

あ ま り 
思 わ な い 

全 く 

思 わ な い 

ａ
）
こ
れ
か
ら
は
、
い
ま
ま
で
以
上
に
研
究
成
果
を
国
際
的
に
研
究
者
間

で
交
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｂ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
そ
の
利
用
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
も
っ
と

 
 
 
ほ
し
い
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｃ
）
学
術
研
究
上
、
必
要
な
情
報
を
広
範
囲
な
中
か
ら
検
索
で
き
る

 
 
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
欠
か
せ
な
い
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｄ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
、
全
文
表
示
だ
け
で
な
く
、

 
 
 
全
文
検
索
も
必
要
だ
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｅ
）
学
術
研
究
上
、
電
子
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
研
究
の
生
産
性
向
上
に

 
 
 
直
結
す
る
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｆ
）
学
術
情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ
 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｇ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
自
宅
か
ら
も

 
 
 
ア
ク
セ
ス
し
た
い
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｈ
）
大
学
図
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
学
内
生
産
論
文
の
電
子
化
を

 
 
 
進
め
る
べ
き
だ
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｉ
）
大
学
図
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
使
い
方
に
つ
い

 
て
の
研
修
を
す
べ
き
だ

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｊ
）
大
学
図
書
館
は
有
料
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
整
備
に
力
を
入
れ
る

 
 
 
べ
き
だ
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｋ
）
有
料
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
機
関
に
 

よ
る
共
同
購
入
・
利
用
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
を
進
め
る
べ
き
だ
 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｌ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
っ
て
、
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
が

 
短
縮
さ
れ
る
の
は
評
価
で
き
る
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｍ
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
論
文
も
査
読
機
能
を
強
化
し
、
論
文
の
質
の

 
低
下
を
防
ぐ
べ
き
だ
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｎ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
充
実
す
れ
ば
冊
子
体
の
必
要
性
は
大
幅
に

 
 
 
低
く
な
る
 

１
 
２
 
３
 
４
 

ｏ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
あ
っ
て
も
冊
子
体
を
使
い
た
い

 
１
 
２
 
３
 
４
 



 
8 

Ｑ
８
．
今
後
（
も
）
あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

 

最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
に
１
つ
ず
つ
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

 

 
 

今 ま で 以 上 に 

利 用 し て い き た い 

現 状 程 度 は 
利 用 し て い き た い 

今 ほ ど 利 用 し な く 

な る だ ろ う 

利 用 し な い 

ａ
）
Ｅ
メ
ー
ル

 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｂ
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
（

Y
ah

oo
!、

G
oo

gl
e
等
）

 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｃ
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
統
計
、
特
許
、
時
事
、
書
籍
情
報
等

 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｄ
）
大
学
や
学
会
関
連
の
サ
イ
ト

 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｅ
）
学
術
文
献
の
目
次
／
抄
録
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索

 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

ｆ
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
学
術
雑
誌
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
利
用
） 
→

 
１
 
２
 
３
 
４
 

 Ｑ
９
．
あ
な
た
は
今
後
、
携
帯
電
話
（
ｉ
モ
ー
ド
等
）
で
の
学
会
・
研
究
動
向
な
ど
に
関
す
る
ア
ラ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
（
自
動
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
）
が
あ
っ
た
ら
利
用
し
た
い
で
す
か
。
 
 
 
 
 
 
（
１
つ
だ
け
○
印
） 

 
1．
ぜ
ひ
利
用
し
た
い

 
3．
あ
ま
り
利
用
し
た
く
な
い

 

 
2．
あ
る
程
度
利
用
し
た
い

 
4．
全
く
利
用
し
た
く
な
い

 

 Ｑ
１
０
．
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

 

 

 



 
9 

最
後
に
分
析
の
た
め
に
あ
な
た
自
身
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 
 F

1．
あ
な
た
の
年
齢
は
以
下
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
 

 
1．

20
 ～

 2
4
歳

 
6．

45
 ～

 4
9
歳

 

 
2．

25
 ～

 2
9
歳

 
7．

50
 ～

 5
4
歳

 

 
3．

30
 ～

 3
4
歳

 
8．

55
 ～

 5
9
歳

 
 
4．

35
 ～

 3
9
歳

 
9．

60
歳
以
上

 

 
5．

40
 ～

 4
4
歳

 
 

 F
2．
あ
な
た
は
以
下
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
 

 
1．
教
授

 
5．
大
学
院
生

 

 
2．
助
教
授

 
6．
そ
の
他

 
 
3．
講
師

 
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 
4．
助
手

 
 

 F
3．
あ
な
た
の
研
究
分
野
は
下
記
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
主
な
も
の
を
１
つ
だ
け
選
び
、
○
印
を
つ
け

て
下
さ
い
。
 

（
人
文
科
学
系
）

 
（
社
会
科
学
系
）

 
（
自
然
科
学
系
）

 
 
1．
文
学

 
 
 6
．
心
理
学

 
 
13
．
理
学

 
 
2．
史
学

 
 
 7
．
社
会
学

 
 
14
．
工
学

 
 
3．
哲
学

 
 
 8
．
経
済
学

 
 
15
．
農
学

 
 
4．
教
育
学

 
 
 9
．
経
営
学

 
 
16
．
医
学

 
 
5．
そ
の
他
人
文
科
学
系

 
 
10
．
政
治
学

 
 
17
．
歯
学

 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
11
．
法
学

 
 
18
．
薬
学

 
 

 
12
．
そ
の
他
社
会
科
学
系

 
 
19
．
そ
の
他
自
然
科
学
系

 
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 

F
4．
あ
な
た
が
所
属
す
る
大
学
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
 

 
1．
北
海
道
大
学

 
6．
名
古
屋
大
学

 

 
2．
東
北
大
学

 
7．
京
都
大
学

 
 
3．
千
葉
大
学

 
8．
大
阪
大
学

 

 
4．
東
京
大
学

 
9．
広
島
大
学

 

 
5．
東
京
工
業
大
学

 
10
. 
九
州
大
学
 

 

■
質
問
は
以
上
で
す
。
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

 



全　体　値　表　（ウエイトなし）

付－２ ）



Q
1．
学
術
研
究
上
、
以
下
の
ツ
ー
ル
を
こ
こ
１
～
２
年
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

a)
 E
メ
ー
ル

回
答
者
数
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
週
に
１
～

２
日
程
度
月
に
１
～

２
日
程
度
今
ま
で
に

利
用
し
た
知
っ
て
い

る
が
利
用
知
ら
な
か
っ
た
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
88
.6
5.
6
1.
9
2.
1
1.
5

0
0.
3

自
然
科
学
系

62
6
91
.5
4.
5
1.
6
1.
8
0.
3

0
0.
3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
83
.8
7.
4
2.
4
2.
7
3.
4

0
0.
3

Q
1．
学
術
研
究
上
、
以
下
の
ツ
ー
ル
を
こ
こ
１
～
２
年
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

b)
 ｲ
ﾝﾀ
ｰ
ﾈ
ｯﾄ
の
検
索
ｴ
ﾝｼ
ﾞﾝ

回
答
者
数
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
週
に
１
～

２
日
程
度
月
に
１
～

２
日
程
度
今
ま
で
に

利
用
し
た
知
っ
て
い

る
が
利
用
知
ら
な
か
っ
た
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

54
28
.1
10
.6
4.
7
1.
6
0.
5
0.
5

自
然
科
学
系

62
6
55
.6
28
.9
10
.1
3.
2
1.
4
0.
5
0.
3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
51
.5
26
.8
11
.4
7.
2
1.
9
0.
5
0.
8

Q
1．
学
術
研
究
上
、
以
下
の
ツ
ー
ル
を
こ
こ
１
～
２
年
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

c)
 ｲ
ﾝﾀ
ｰ
ﾈ
ｯﾄ
上
の
統
計
、
特
許
、
時
事
、
書
籍
情
報
な
ど

回
答
者
数
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
週
に
１
～

２
日
程
度
月
に
１
～

２
日
程
度
今
ま
で
に

利
用
し
た
知
っ
て
い

る
が
利
用
知
ら
な
か
っ
た
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

17
30
.1
25
.6
17
.5

7
2.
1
0.
6

自
然
科
学
系

62
6
16
.1

28
27
.5
17
.4

8
2.
6
0.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
18
.6
33
.7
22
.5
17
.8
5.
3
1.
3
0.
8

Q
1．
学
術
研
究
上
、
以
下
の
ツ
ー
ル
を
こ
こ
１
～
２
年
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

d)
 大
学
や
学
会
関
連
の
サ
イ
ト

回
答
者
数
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
週
に
１
～

２
日
程
度
月
に
１
～

２
日
程
度
今
ま
で
に

利
用
し
た
知
っ
て
い

る
が
利
用
知
ら
な
か
っ
た
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
12
.8
32
.6
33
.4
17
.2
2.
8
0.
6
0.
6

自
然
科
学
系

62
6
13
.7
34
.5
33
.5
15
.3
2.
1
0.
2
0.
6

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
11
.1
29
.4
33
.2
20
.4

4
1.
3
0.
5

Q
1．
学
術
研
究
上
、
以
下
の
ツ
ー
ル
を
こ
こ
１
～
２
年
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

e)
 学
術
文
献
の
目
次
/抄
録
の
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾈ
ｯﾄ
検
索

回
答
者
数
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
週
に
１
～

２
日
程
度
月
に
１
～

２
日
程
度
今
ま
で
に

利
用
し
た
知
っ
て
い

る
が
利
用
知
ら
な
か
っ
た
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

18
34
.2
22
.9

15
6.
7
2.
7
0.
5

自
然
科
学
系

62
6
21
.9
37
.9
22
.5
11
.5
4.
8

1
0.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
11
.7
28
.1
23
.6
20
.7
9.
8
5.
6
0.
5

Q
2．
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
は
、
こ
こ
で
は
、
学
術
雑
誌
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
利
用
を
さ
し
ま
す
が
、
あ
な
た
は
こ
こ
１
～
２
年
、
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
（あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
印
）

回
答
者
数
ほ
ぼ
毎
日

利
用
し
て
週
に
１
～

２
日
程
度
月
に
１
～

２
日
程
度
今
ま
で
に

利
用
し
た
知
っ
て
い

る
が
利
用
知
ら
な
か
っ
た
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
10
.3
20
.4
16
.8
18
.3
21
.8
12
.3

0

自
然
科
学
系

62
6
15
.7
28
.4
22
.4
15
.2
12
.6
5.
8

0
人
文
・社
会
科
学
系

37
7
1.
3
7.
2
7.
7
23
.6
37
.1
23
.1

0

Ｑ
2-
2．
日
頃
利
用
さ
れ
て
い
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
数
（雑
誌
数
）は
、
お
よ
そ
い
く
つ
で
す
か
。

回
答
者
数
約
１
～
２
タ

イ
ト
ル
約
３
～
５
タ

イ
ト
ル
約
６
～
９
タ

イ
ト
ル
約
10
～
14

タ
イ
ト
ル
約
15
～
19

タ
イ
ト
ル
約
20
タ
イ

ト
ル
以
上
無
回
答
平
均
（タ
イ

ト
ル
）

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
47
7
6.
7
38
.2
6.
7
29
.8
3.
6
13
.8
1.
3
10
.3

自
然
科
学
系

41
6

6
38
.2
7.
5

30
3.
8
13
.7
0.
7
9.
7

人
文
・社
会
科
学
系

61
11
.5
37
.7
1.
6
27
.9
1.
6
14
.8
4.
9
14
.5

Ｑ
2-
3．
な
ぜ
こ
こ
１
～
２
年
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
（す
べ
て
に
○
印
）

回
答
者
数

利
用
し
た

い
タ
イ
ト
ル

が
な
い
か

ら

研
究
分
野

の
収
録
が

少
な
い
か

ら

利
用
方
法

が
わ
か
ら

な
い
か
ら

冊
子
体
が

あ
れ
ば
十

分
だ
か
ら

バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
が

不
十
分
だ

か
ら

パ
ソ
コ
ン

画
面
で
は

読
み
に
く

い
か
ら

イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス

が
使
い
に

く
い
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

時
間
が
か

か
る
か
ら
そ
の
他
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
40
3
30
.5
33
.3
26
.6

27
12
.2
29
.5
4.
5
13
.9

9.
9
5.
2

自
然
科
学
系

17
4
21
.8
21
.3
24
.7

31
13
.2
32
.2
4.
6
15
.5
14
.9
2.
3

1 



人
文
・社
会
科
学
系

22
9
37
.1
42
.4
27
.9

24
11
.4
27
.5
4.
4
12
.7

6.
1
7.
4

Q
3．
 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
関
し
て
、
日
頃
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て
い
ま
す
か
。
（い
く
つ
で
も
○
印
）

回
答
者
数

他
の
研
究

者
か
ら
の

話
学
生
か
ら

の
話

ら
の
お
知

ら
せ
・案
内

ネ
ッ
ト
（ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
学
会
誌
研
究
会
報

等
の
冊
子
専
門
雑
誌
業
界
紙
出
版
社
書
店

レ
ッ
ト・
ダ

イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
一
般
雑
誌
そ
の
他
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
88
0
35
.8
15
.7
48
.8
52
.2
25
.1
7.
4
14
.8
0.
9
5.
5
1.
8

6
1.
9

1
6

自
然
科
学
系

59
0
36
.4
15
.9
51
.9
56
.8
30
.8

8
18
.1
0.
8
6.
3
1.
2
7.
3
2.
2
0.
5
3.
4

人
文
・社
会
科
学
系

29
0
34
.5
15
.2
42
.4
42
.8
13
.4
6.
2
7.
9

1
3.
8
3.
1
3.
4
1.
4
2.
1
11
.4

Q
4．
A
）研
究
の
た
め
に
ど
の
く
ら
い
PC
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

ａ）
大
学
の
研
究
室
で

Ｐ
Ｃ
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

回
答
者
数

日
常
的
に

利
用
し
て

い
る

利
用
す
る

こ
と
が
あ

る
利
用
し
て

い
な
い
無
回
答

日
常
的
に

利
用
し
て

い
る

利
用
す
る

こ
と
が
あ

る
利
用
し
て

い
な
い

環
境
的
に

利
用
で
き

な
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
88
.7
4.
3
5.
4
1.
6
82
.9
8.
1
3.
9
2.
8
2.
4

自
然
科
学
系

62
6
95
.8
2.
4
1.
1
0.
6
91
.7
5.
9

1
0.
2
1.
3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
76
.9
7.
4
12
.5
3.
2
68
.2
11
.7
8.
8
7.
2
4.
2

Q
4．
A
）研
究
の
た
め
に
ど
の
く
ら
い
PC
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

b)
 大
学
の
共
同
利
用
端
末
な
ど

Ｐ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

回
答
者
数
日
常
的
に

利
用
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
あ
利
用
し
て

い
な
い
無
回
答
日
常
的
に

利
用
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
あ
利
用
し
て

い
な
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
14
.4
29
.8
40
.6
15
.3
12
.8
26
.8
43
.3
17
.1

自
然
科
学
系

62
6
11
.3
29
.9
43
.9
14
.9
9.
9
24
.9
47
.9
17
.3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
19
.4
29
.7

35
15
.9
17
.5

30
35
.5

17

Q
4．
A
）研
究
の
た
め
に
ど
の
く
ら
い
PC
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

c)
 上
記
以
外
（自
宅
な
ど
）で

Ｐ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

回
答
者
数
日
常
的
に

利
用
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
あ
利
用
し
て

い
な
い
無
回
答
日
常
的
に

利
用
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
あ
利
用
し
て

い
な
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
52
.8
22
.5
16
.1
8.
6
39
.9
23
.2
26
.4
10
.5

自
然
科
学
系

62
6
45
.4
27
.3
18
.4
8.
9
33
.9
25
.9
28
.9
11
.3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
65
.3
14
.6
12
.2

8
49
.9
18
.8
22
.3

9

B
）以
下
に
あ
げ
る
よ
う
な
情
報
機
器
を
日
頃
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
（も
）利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（す
べ
て
○
印
を
）

現
在
利
用
中
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-
今
後
（も
）利
用
し
た
い
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

回
答
者
数
携
帯
電
話
・P
H
S

携
帯
電

話
・P
H
S

の
メ
ー
ル

機
能

携
帯
電

話
・P
H
S

で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
P
D
A

出
先
で
の

Ｅ
メ
ー
ル

の
チ
ェ
ッ

ク
無
回
答
携
帯
電

話
・P
H
S

携
帯
電

話
・P
H
S

の
メ
ー
ル

機
能

携
帯
電

話
・P
H
S
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
P
D
A

出
先
で
の

Ｅ
メ
ー
ル

の
チ
ェ
ッ

ク
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
60
.3
37
.5
21
.2
6.
9
28
.1
31
.1
43
.2

37
28
.7
24
.7
46
.7

30

自
然
科
学
系

62
6
61
.7
39
.3
21
.4
8.
6
27
.5
30
.5

45
38
.8
29
.6
26
.2
47
.9
28
.6

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
58
.1
34
.5

21
4
29
.2
32
.1
40
.1

34
27
.3
22
.3
44
.6
32
.4

Ｑ
5-
1．
ど
の
よ
う
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
（す
べ
て
○
印
）

回
答
者
数

A
ca
de
m
ic

P
re
ss
ID
E

A
L
A
C
M
D
ig
it

al
Li
br
ar
y

A
m
er
ic
an

C
he
m
ic
al

S
oc
ie
ty
A
IP
:O
JP
S

M
at
he
m
at

ic
al
S
oc
ie
t

y
A
S
C
E
:O
J

P
S
A
S
M
E
:O
J

P
S
B
io
M
ed
N

et

B
la
ck
w
el
l

S
ci
en
ce
S

yn
er
gy
C
he
m
W
eb

C
am
br
id
g

eU
ni
ve
rs
i

ty
P
re
ss

ci
en
ce
S
ci

en
ce
D
ire

ct
IE
EO
nl
in
e

Jo
ur
na
l
IE
E
E
:IE
L
In
ge
nt
a

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
19
.3
2.
5
13
.4
8.
8
3.
5
1.
5
2.
3

10
6.
5
5.
1
6.
9
38
.5
3.
6
6.
7
0.
9

自
然
科
学
系

62
6
26
.5
3.
5
21
.1
13
.9
5.
3
2.
2
3.
4
15
.5

8.
6
8.
1
5.
9
55
.3
5.
6
10
.2
0.
8

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
7.
4
0.
8
0.
5
0.
3
0.
5
0.
3
0.
5
0.
8
2.
9

0
8.
5
10
.6
0.
3
0.
8
1.
1

Ｑ
5-
1．
ど
の
よ
う
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
（つ
づ
き
）（
す
べ
て
○
印
）

回
答
者
数

Io
P
El
ec
tr

on
ic
Jo
ur
n

al
s
P
ro
je
ct
M

us
e
W
ile
yI
nt
er

S
ci
en
ce
JS
T
O
R
K
ar
ge
rO
nl

in
e
K
lu
w
er
O
n

lin
e

er
si
ty
P
re

ss
Em
er
al

d
O
C
LC
E
C

O
O
S
A
:O
JP

S
O
U
P
:H
ig
h

w
ire
P
ro
Q
ue
st

D
ire
ct

R
oy
al
S
oc
i

et
yo
fC
he

m
is
tr
y
S
IA
M

S
pr
in
ge
r-

V
er
la
gL
IN

K

T
ay
lo
rF
ra

nc
is
C
at
ch

w
or
d

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

4
1.
9
13
.5
1.
9
1.
8
6.
3
0.
6
1.
4
1.
7
10
.9
2.
5
3.
7
1.
7
17
.7
2.
7

自
然
科
学
系

62
6
6.
2
1.
3

20
1
2.
4
7.
5
0.
8
0.
6
2.
4
13
.1
2.
4
5.
9
2.
6
25
.4

3

2 



人
文
・社
会
科
学
系

37
7
0.
3
2.
9
2.
7
3.
4
0.
8
4.
2
0.
3
2.
7
0.
5
7.
2
2.
7

0
0.
3

5
2.
1

Ｑ
5-
1．
ど
の
よ
う
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
（つ
づ
き
）（
す
べ
て
○
印
）

回
答
者
数
N
at
ur
e
S
ci
en
ce
そ
の
他
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

2.
3
0.
9
11
.5
39
.4

自
然
科
学
系

62
6
3.
5
1.
4
14
.5
20
.8

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
0.
3

0
6.
4
70
.3

Ｑ
5-
2．
Ｑ
5-
1．
で
○
印
を
つ
け
た
中
で
、
日
頃
あ
な
た
が
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
で
す
か
。

回
答
者
数

A
ca
de
m
ic

P
re
ss
ID
E

A
L
A
C
M
D
ig
it

al
Li
br
ar
y

A
m
er
ic
an

C
he
m
ic
al

S
oc
ie
ty
A
IP
:O
JP
S

M
at
he
m
at

ic
al
S
oc
ie
t

y
A
S
C
E
:O
J

P
S
A
S
M
E
:O
J

P
S
B
io
M
ed
N

et

B
la
ck
w
el
l

S
ci
en
ce
S

yn
er
gy
C
he
m
W
eb

C
am
br
id
g

eU
ni
ve
rs
i

ty
P
re
ss

ci
en
ce
S
ci

en
ce
D
ire

ct
IE
EO
nl
in
e

Jo
ur
na
l
IE
E
E
:IE
L
In
ge
nt
a

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
10
.7
1.
6
9.
1

7
1.
7
0.
4
1.
2
6.
7
3.
4
2.
1
2.
9
30
.5
1.
8
2.
7
0.
4

自
然
科
学
系

62
6
15
.3
2.
2
14
.5
11
.2
2.
6
0.
6
1.
8
10
.5

4.
6
3.
4
2.
1
44
.2
2.
9
4.
2
0.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
2.
9
0.
5

0
0
0.
3

0
0.
3
0.
3
1.
3

0
4.
2
7.
7

0
0.
3
0.
3

Ｑ
5-
2．
Ｑ
5-
1．
で
○
印
を
つ
け
た
中
で
、
日
頃
あ
な
た
が
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
で
す
か
。

回
答
者
数

Io
P
El
ec
tr

on
ic
Jo
ur
n

al
s
P
ro
je
ct
M

us
e
W
ile
yI
nt
er

S
ci
en
ce
JS
T
O
R
K
ar
ge
rO
nl

in
e
K
lu
w
er
O
n

lin
e

er
si
ty
P
re

ss
Em
er
al

d
O
C
LC
E
C

O
O
S
A
:O
JP

S
O
U
P
:H
ig
h

w
ire
P
ro
Q
ue
st

D
ire
ct

R
oy
al
S
oc
i

et
yo
fC
he

m
is
tr
y
S
IA
M

S
pr
in
ge
r-

V
er
la
gL
IN

K

T
ay
lo
rF
ra

nc
is
C
at
ch

w
or
d

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

2.
7

1
6.
8
0.
6
0.
6
2.
4
0.
2
0.
2
0.
8
6.
1
1.
4
2.
7
0.
8
9.
5
1.
5

自
然
科
学
系

62
6
4.
3
0.
5
10
.4
0.
2
0.
8
2.
6
0.
3

0
1.
3
7.
3
1.
3
4.
3
1.
3
14
.1
1.
8

人
文
・社
会
科
学
系

37
7

0
1.
9
0.
8
1.
3
0.
3
2.
1

0
0.
5

0
4
1.
6

0
0
1.
9
1.
1

Ｑ
5-
2．
Ｑ
5-
1．
で
○
印
を
つ
け
た
中
で
、
日
頃
あ
な
た
が
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
で
す
か
。

回
答
者
数
N
at
ur
e
S
ci
en
ce
そ
の
他
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

1.
8
0.
7
8.
2
50
.2

自
然
科
学
系

62
6
2.
7
1.
1
10
.5
32
.3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
0.
3

0
4.
2
80
.1

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

 ID
EA
L

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
7
36
.4
36
.4
7.
5
4.
7
8.
4
4.
7
8.
4
4.
7
16
.8
13
.1
38
.3
19
.6

自
然
科
学
系

96
34
.4
33
.3
7.
3
5.
2
9.
4
5.
2
8.
3
4.
2
13
.5
12
.5
37
.5
21
.9

人
文
・社
会
科
学
系

11
54
.5
63
.6
9.
1

0
0

0
9.
1
9.
1
45
.5
18
.2
45
.5

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

A
C
M
 D
ig
it
al
 L
ib
ra
ry

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
16
43
.8

50
6.
3

0
18
.8
6.
3

0
0
18
.8

0
37
.5
12
.5

自
然
科
学
系

14
50

50
7.
1

0
14
.3
7.
1

0
0
21
.4

0
42
.9
7.
1

人
文
・社
会
科
学
系

2
0

50
0

0
50

0
0

0
0

0
0

50

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

A
m
er
ic
an
 C
he
m
ic
al
 S
oc
ie
ty

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
91
52
.7
41
.8
19
.8
7.
7
13
.2
7.
7
9.
9
1.
1
45
.1
28
.6
35
.2
7.
7

自
然
科
学
系

91
52
.7
41
.8
19
.8
7.
7
13
.2
7.
7
9.
9
1.
1
45
.1
28
.6
35
.2
7.
7

人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

A
IP
:O
JP
S

3 



回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
70
52
.9
51
.4
31
.4
8.
6
14
.3
14
.3
12
.9
5.
7

40
30
45
.7
7.
1

自
然
科
学
系

70
52
.9
51
.4
31
.4
8.
6
14
.3
14
.3
12
.9
5.
7

40
30
45
.7
7.
1

人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

A
m
er
ic
an
 M
at
he
m
at
ic
al
 S
oc
ie
ty

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
17
35
.3
35
.3
29
.4
17
.6
17
.6
5.
9
17
.6

0
17
.6
17
.6
29
.4
11
.8

自
然
科
学
系

16
37
.5
31
.3
31
.3
18
.8
18
.8
6.
3
18
.8

0
18
.8
18
.8

25
12
.5

人
文
・社
会
科
学
系

1
0
10
0

0
0

0
0

0
0

0
0
10
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

A
S
C
E
:O
JP
S

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

4
0

50
25

50
0

25
0

0
75

75
0

0

自
然
科
学
系

4
0

50
25

50
0

25
0

0
75

75
0

0
人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

A
S
M
E:
O
JP
S

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
12

25
8.
3
8.
3
8.
3
8.
3
8.
3
8.
3
8.
3
58
.3

25
25
33
.3

自
然
科
学
系

11
27
.3
9.
1
9.
1
9.
1
9.
1
9.
1
9.
1
9.
1
63
.6
27
.3
27
.3
27
.3

人
文
・社
会
科
学
系

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
10
0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

B
io
M
ed
N
et

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
67
47
.8
49
.3
19
.4
13
.4
10
.4

6
7.
5
7.
5

6
4.
5
34
.3
14
.9

自
然
科
学
系

66
47
48
.5
18
.2
12
.1
10
.6
6.
1
7.
6
7.
6
6.
1
4.
5
33
.3
15
.2

人
文
・社
会
科
学
系

1
10
0
10
0
10
0
10
0

0
0

0
0

0
0
10
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

B
la
ck
w
el
l S
ci
en
ce
 S
yn
er
gy

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
34
47
.1
20
.6
8.
8
8.
8
5.
9
5.
9
2.
9
2.
9
23
.5
11
.8
32
.4
29
.4

自
然
科
学
系

29
44
.8
17
.2
6.
9
6.
9
6.
9
3.
4
3.
4

0
24
.1
10
.3
34
.5
27
.6

人
文
・社
会
科
学
系

5
60

40
20

20
0

20
0

20
20

20
20

40

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

C
he
m
W
eb

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
21
28
.6
33
.3
9.
5
14
.3
4.
8
9.
5

0
0
4.
8

0
33
.3
33
.3

自
然
科
学
系

21
28
.6
33
.3
9.
5
14
.3
4.
8
9.
5

0
0
4.
8

0
33
.3
33
.3

4 



人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

C
am
br
id
ge
 U
ni
ve
rs
ity
 P
re
ss

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
29
44
.8
20
.7
3.
4
10
.3
10
.3
6.
9
3.
4

0
34
.5
13
.8
34
.5
10
.3

自
然
科
学
系

13
46
.2
23
.1
7.
7
15
.4
15
.4

0
0

0
23
.1
15
.4
15
.4
15
.4

人
文
・社
会
科
学
系

16
43
.8
18
.8

0
6.
3
6.
3
12
.5
6.
3

0
43
.8
12
.5

50
6.
3

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

El
se
vi
er
 S
ci
en
ce
 S
ci
en
ce
D
ire
ct

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
30
6
39
.5
56
.9
24
.8
8.
5
14
.7
9.
5
12
.7
5.
6
19
.6
18
.6
43
.8
11
.1

自
然
科
学
系

27
7
39
.4
57
.8
24
.9

9
14
.8
10
.1

13
6.
1
19
.1
18
.4
45
.5
10
.8

人
文
・社
会
科
学
系

29
41
.4
48
.3
24
.1
3.
4
13
.8
3.
4
10
.3

0
24
.1
20
.7
27
.6
13
.8

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

IE
E 
O
nl
in
e 
Jo
ur
na
l

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
18
16
.7
33
.3
11
.1

0
5.
6

0
5.
6

0
11
.1
5.
6
16
.7
33
.3

自
然
科
学
系

18
16
.7
33
.3
11
.1

0
5.
6

0
5.
6

0
11
.1
5.
6
16
.7
33
.3

人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

IE
E
E
:IE
L

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
27
48
.1
44
.4
11
.1

0
0
3.
7

0
0
22
.2
3.
7
29
.6
18
.5

自
然
科
学
系

26
46
.2
46
.2
11
.5

0
0
3.
8

0
0
19
.2

0
30
.8
19
.2

人
文
・社
会
科
学
系

1
10
0

0
0

0
0

0
0

0
10
0
10
0

0
0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

In
ge
nt
a

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

4
50

50
75

0
25

0
0

0
25

0
75

0

自
然
科
学
系

3
33
.3
66
.7
66
.7

0
0

0
0

0
0

0
66
.7

0
人
文
・社
会
科
学
系

1
10
0

0
10
0

0
10
0

0
0

0
10
0

0
10
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

Io
P
 E
le
ct
ro
ni
c 
Jo
ur
na
ls 回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
27
40
.7
25
.9
7.
4

0
7.
4
3.
7
11
.1
3.
7
22
.2
3.
7
18
.5
22
.2

自
然
科
学
系

27
40
.7
25
.9
7.
4

0
7.
4
3.
7
11
.1
3.
7
22
.2
3.
7
18
.5
22
.2

人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

P
ro
je
ct
 M
us
e

5 



回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10

60
40

20
10

20
10

10
0

20
10

50
10

自
然
科
学
系

3
10
0
66
.7
33
.3
33
.3
33
.3

0
33
.3

0
33
.3

0
0

0
人
文
・社
会
科
学
系

7
42
.9
28
.6
14
.3

0
14
.3
14
.3

0
0
14
.3
14
.3
71
.4
14
.3

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

W
ile
y 
In
te
rS
ci
en
ce

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
68
38
.2
35
.3
11
.8
1.
5
8.
8
5.
9
4.
4

0
32
.4
14
.7

25
23
.5

自
然
科
学
系

65
36
.9
35
.4
12
.3
1.
5
9.
2
6.
2
3.
1

0
33
.8
15
.4
26
.2
23
.1

人
文
・社
会
科
学
系

3
66
.7
33
.3

0
0

0
0
33
.3

0
0

0
0
33
.3

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

JS
T
O
R

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

6
83
.3
16
.7
33
.3

0
16
.7
16
.7
16
.7
16
.7
33
.3

0
33
.3

0

自
然
科
学
系

1
10
0
10
0
10
0

0
0
10
0

0
0

0
0

0
0

人
文
・社
会
科
学
系

5
80

0
20

0
20

0
20

20
40

0
40

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

K
ar
ge
r 
O
nl
in
e

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

6
50

0
0

0
16
.7

0
0

0
16
.7

0
33
.3

0

自
然
科
学
系

5
40

0
0

0
20

0
0

0
0

0
40

0
人
文
・社
会
科
学
系

1
10
0

0
0

0
0

0
0

0
10
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

K
lu
w
er
 O
nl
in
e

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
24

50
33
.3
16
.7
8.
3
8.
3
12
.5
4.
2
4.
2
33
.3
20
.8
37
.5
20
.8

自
然
科
学
系

16
50
37
.5

25
12
.5
12
.5
12
.5
6.
3

0
31
.3
12
.5
37
.5
31
.3

人
文
・社
会
科
学
系

8
50

25
0

0
0
12
.5

0
12
.5
37
.5
37
.5
37
.5

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

M
C
B
 U
ni
ve
rs
ity
 P
re
ss
 E
m
er
al
d

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
50

50

自
然
科
学
系

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
50

50
人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

O
C
LC
 E
C
O

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

2
50

0
0

0
0

50
0

50
0

0
0

0

自
然
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
人
文
・社
会
科
学
系

2
50

0
0

0
0

50
0

50
0

0
0

0

6 



Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

O
S
A
:O
JP
S

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

8
50
12
.5

25
0

25
0

0
0
37
.5
12
.5
37
.5
12
.5

自
然
科
学
系

8
50
12
.5

25
0

25
0

0
0
37
.5
12
.5
37
.5
12
.5

人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

O
U
P
:H
ig
hw
ire

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
61
47
.5
34
.4
21
.3
11
.5
21
.3
13
.1
14
.8
3.
3
24
.6
14
.8
44
.3
13
.1

自
然
科
学
系

46
45
.7
34
.8
23
.9
10
.9
21
.7
8.
7

13
0
21
.7
15
.2
41
.3
15
.2

人
文
・社
会
科
学
系

15
53
.3
33
.3
13
.3
13
.3

20
26
.7

20
13
.3
33
.3
13
.3
53
.3
6.
7

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

P
ro
Q
ue
st
 D
ire
ct

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
14
28
.6

50
7.
1
7.
1
14
.3
21
.4
14
.3
21
.4
21
.4
21
.4
35
.7
14
.3

自
然
科
学
系

8
25
62
.5

0
0

0
12
.5

0
12
.5
12
.5
12
.5
12
.5

25
人
文
・社
会
科
学
系

6
33
.3
33
.3
16
.7
16
.7
33
.3
33
.3
33
.3
33
.3
33
.3
33
.3
66
.7

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

R
oy
al
 S
oc
ie
ty
 o
f 
C
he
m
is
tr
y

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
27
48
.1
44
.4
11
.1

0
0
3.
7
3.
7

0
44
.4
33
.3
44
.4
11
.1

自
然
科
学
系

27
48
.1
44
.4
11
.1

0
0
3.
7
3.
7

0
44
.4
33
.3
44
.4
11
.1

人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

S
IA
M

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

8
25
37
.5

25
12
.5

25
12
.5

25
12
.5

0
12
.5
37
.5

25

自
然
科
学
系

8
25
37
.5

25
12
.5

25
12
.5

25
12
.5

0
12
.5
37
.5

25
人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

S
pr
in
ge
r-
V
er
la
g 
LI
N
K 回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
95
27
.4
28
.4
5.
3
2.
1
9.
5
3.
2
3.
2
3.
2
12
.6
9.
5
30
.5
24
.2

自
然
科
学
系

88
26
.1
28
.4
4.
5
1.
1

8
3.
4
3.
4
3.
4
12
.5
10
.2
31
.8

25
人
文
・社
会
科
学
系

7
42
.9
28
.6
14
.3
14
.3
28
.6

0
0

0
14
.3

0
14
.3
14
.3

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

T
ay
lo
r 
&
 F
ra
nc
is
 C
at
ch
w
or
d

7 



回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
15

40
26
.7
13
.3
6.
7
13
.3
13
.3
6.
7
6.
7
6.
7

0
20
13
.3

自
然
科
学
系

11
54
.5
27
.3
9.
1
9.
1

0
18
.2
9.
1

0
9.
1

0
27
.3
18
.2

人
文
・社
会
科
学
系

4
0

25
25

0
50

0
0

25
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

N
at
ur
e

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
18
66
.7
22
.2
16
.7
11
.1
16
.7
11
.1
22
.2
5.
6
44
.4
33
.3
38
.9

0

自
然
科
学
系

17
64
.7
17
.6
11
.8
5.
9
11
.8
11
.8
17
.6
5.
9
47
.1
29
.4
35
.3

0
人
文
・社
会
科
学
系

1
10
0
10
0
10
0
10
0
10
0

0
10
0

0
0
10
0
10
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

S
ci
en
ce

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）

7
71
.4

0
0

0
0

0
0

0
42
.9
14
.3
14
.3

0

自
然
科
学
系

7
71
.4

0
0

0
0

0
0

0
42
.9
14
.3
14
.3

0
人
文
・社
会
科
学
系

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ｑ
5-
2．
　
印
象
・イ
メ
ー
ジ
（評
価
）（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
す
べ
て
○
印
）

そ
の
他

回
答
者
数

コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
が

高
い
デ
ー
タ
量

が
豊
富

検
索
機
能

が
優
れ
て

い
る

リ
ン
ク
の

機
能
が
充

実
し
て
い

る
画
面
が
見

や
す
い

画
面
の

ペ
ー
ジ
展

開
が
し
や

す
い

論
文
中
の

画
像
情
報

の
質
が
高

い

自
分
が
使

い
や
す
い

よ
う
に
設

定
で
き
る

学
界
で
評

価
さ
れ
て

い
る

論
文
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
い

全
体
と
し

て
使
い
や

す
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
82

50
46
.3

28
11

11
9.
8

11
6.
1

22
20
.7
37
.8
4.
9

自
然
科
学
系

66
50
42
.4
25
.8
10
.6
13
.6
7.
6
13
.6
4.
5
22
.7
21
.2
39
.4
4.
5

人
文
・社
会
科
学
系

16
50
62
.5
37
.5
12
.5

0
18
.8

0
12
.5
18
.8
18
.8
31
.3
6.
3

Ｑ
6．
今
後
の
研
究
活
動
の
た
め
に
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
ど
の
程
度
必
要
で
す
か
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
全
般
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。
（１
つ
だ
け
○
印
）

回
答
者
数
絶
対
に
必
あ
る
程
度
あ
ま
り
必
全
く
必
要
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
45
.2

39
10
.3
1.
2
4.
4

自
然
科
学
系

62
6
59
.4
30
.2
5.
3
0.
6
4.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
21
.5
53
.6
18
.6
2.
1
4.
2

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

a)
 今
後
は
今
ま
で
以
上
に
研
究
成
果
を
国
際
的
に
研
究
者
間
で
交
換
し
て
い
く
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
76
.4
20
.3
2.
4
0.
1
0.
8
96
.7
2.
5
3.
7

自
然
科
学
系

62
6
78
.9
18
.2
1.
6
0.
2
1.
1
97
.1
1.
8
3.
8

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
72
.1
23
.9
3.
7

0
0.
3

96
3.
7
3.
7

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

b)
 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
そ
の
利
用
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
も
っ
と
ほ
し
い

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
59
.2
32
.7
6.
7
0.
5
0.
9
91
.9
7.
2
3.
5

自
然
科
学
系

62
6
58
.1
33
.5
6.
9
0.
3
1.
1
91
.7
7.
2
3.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7

61
31
.3
6.
4
0.
8
0.
5
92
.3
7.
2
3.
5

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

c)
 必
要
な
情
報
を
広
範
囲
か
ら
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
欠
か
せ
な
い

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
82
.2
15
.2
1.
7
0.
2
0.
8
97
.3
1.
9
3.
8

自
然
科
学
系

62
6
85
.3
12
.3
1.
4

0
1
97
.6
1.
4
3.
8

8 



人
文
・社
会
科
学
系

37
7
76
.9
19
.9
2.
1
0.
5
0.
5
96
.8
2.
7
3.
7

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

d)
 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
、
全
文
表
示
だ
け
で
な
く
、
全
文
検
索
も
必
要
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
41
.7
37
.6
17
.1
1.
2
2.
4
79
.3
18
.3
3.
2

自
然
科
学
系

62
6
38
.7
37
.5

20
1.
4
2.
4
76
.2
21
.4
3.
2

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
46
.7
37
.7
12
.5
0.
8
2.
4
84
.4
13
.3
3.
3

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

e)
 電
子
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
研
究
の
生
産
性
向
上
に
直
結
す
る

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
46
.3

37
13
.8

2
1
83
.3
15
.8
3.
3

自
然
科
学
系

62
6
49
.2
36
.7
11
.3
1.
3
1.
4
85
.9
12
.6
3.
4

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
41
.4
37
.4
17
.8
3.
2
0.
3
78
.8

21
3.
2

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

f)
 学
術
情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
55
.3
36
.4

7
0.
4
0.
9
91
.7
7.
4
3.
5

自
然
科
学
系

62
6

58
34
.3
5.
9
0.
5
1.
3
92
.3
6.
4
3.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
50
.9
39
.8
8.
8
0.
3
0.
3
90
.7

9
3.
4

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

g)
 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
自
宅
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
た
い

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
45
.2

25
22
.7

6
1.
1
70
.2
28
.7
3.
1

自
然
科
学
系

62
6
40
.9
25
.2
25
.4
6.
9
1.
6
66
.1
32
.3

3
人
文
・社
会
科
学
系

37
7
52
.3
24
.7
18
.3
4.
5
0.
3
76
.9
22
.8
3.
3

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

h)
 大
学
図
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
学
内
生
産
論
文
の
電
子
化
を
進
め
る
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

33
36
.7
25
.1
3.
6
1.
6
69
.7
28
.7

3

自
然
科
学
系

62
6
32
.3
33
.9

27
4.
6
2.
2
66
.1
31
.6

3
人
文
・社
会
科
学
系

37
7
34
.2
41
.4

22
1.
9
0.
5
75
.6
23
.9
3.
1

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

i) 
大
学
図
書
館
が
中
心
と
な
り
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
使
い
方
の
研
修
を
す
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
わ
な
い
全
く
思
わ
な
い無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
合
計平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
28
.3
43
.3
23
.7

3
1.
7
71
.6
26
.7

3

自
然
科
学
系

62
6
25
.2
41
.9
26
.8
3.
7
2.
4
67
.1
30
.5
2.
9

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
33
.4
45
.6
18
.6
1.
9
0.
5

79
20
.4
3.
1

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

j) 
大
学
図
書
館
は
有
料
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
整
備
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
42
.7
36
.1
17
.2
2.
7
1.
3
78
.8
19
.9
3.
2

自
然
科
学
系

62
6
47
.8
34
.2
14
.1
2.
4
1.
6
81
.9
16
.5
3.
3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
34
.2
39
.3
22
.5
3.
2
0.
8
73
.5
25
.7
3.
1

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

k)
 有
料
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
整
備
に
は
、
複
数
機
関
に
よ
る
共
同
購
入
・利
用
を
進
め
る
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
43
.4
41
.4

12
1.
2
2.
1
84
.7
13
.2
3.
3

自
然
科
学
系

62
6
48
.1
38
.7
9.
9
1.
1
2.
2
86
.7

11
3.
4

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
35
.5
45
.9
15
.4
1.
3
1.
9
81
.4
16
.7
3.
2
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Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

l) 
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
り
、
論
文
掲
載
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
の
は
評
価
で
き
る

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
57
.7
33
.6
6.
7
0.
4
1.
6
91
.3
7.
1
3.
5

自
然
科
学
系

62
6
63
.7
30
.8
3.
8
0.
2
1.
4
94
.6

4
3.
6

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
47
.7
38
.2
11
.4
0.
8
1.
9
85
.9
12
.2
3.
4

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

m
) 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
論
文
も
査
読
機
能
を
強
化
し
、
論
文
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
べ
き
だ

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
48
.9
35
.6
12
.4
1.
2

2
84
.4
13
.6
3.
3

自
然
科
学
系

62
6

50
35
.1
11
.5
0.
8
2.
6
85
.1
12
.3
3.
4

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
46
.9
36
.3
13
.8
1.
9
1.
1
83
.3
15
.6
3.
3

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

n)
 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
充
実
す
れ
ば
冊
子
体
の
必
要
性
は
大
幅
に
低
く
な
る

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
15
.5
23
.7
35
.8
24
.1
0.
9
39
.2
59
.9
2.
3

自
然
科
学
系

62
6
19
.8
27
.3
33
.7
17
.9
1.
3
47
.1
51
.6
2.
5

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
8.
2
17
.8
39
.3
34
.5
0.
3

26
73
.7

2

Ｑ
7．
以
下
に
あ
げ
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
（○
印
は
１
つ
ず
つ
）

o)
 電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
あ
っ
て
も
冊
子
体
を
使
い
た
い

回
答
者
数
と
て
も
思
う
や
や
思
う
あ
ま
り
思
全
く
思
わ
無
回
答
思
う
合
計
思
わ
な
い
平
均

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
39
.3
42
.6
13
.1
4.
3
0.
8
81
.9
17
.3
3.
2

自
然
科
学
系

62
6
30
.2
46
.5
16
.8
5.
4
1.
1
76
.7
22
.2

3
人
文
・社
会
科
学
系

37
7
54
.4
36
.1
6.
9
2.
4
0.
3
90
.5
9.
3
3.
4

Ｑ
8．
今
後
（も
）あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

ａ）
Ｅ
メ
ー
ル

回
答
者
数
今
ま
で
以

上
に
利
用
現
状
程
度

は
利
用
し
今
ほ
ど
利

用
し
な
く
な
利
用
し
な

い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
52
.2
46
.9
0.
2
0.
6
0.
1

自
然
科
学
系

62
6
52
.9
46
.8
0.
3

0
0

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
51
.2
46
.9

0
1.
6
0.
3

Ｑ
8．
今
後
（も
）あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

b)
 ｲ
ﾝﾀ
ｰ
ﾈ
ｯﾄ
の
検
索
ｴ
ﾝｼ
ﾞﾝ

回
答
者
数
今
ま
で
以

上
に
利
用
現
状
程
度

は
利
用
し
今
ほ
ど
利

用
し
な
く
な
利
用
し
な

い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
46
.6
50
.9
0.
8
0.
8
0.
9

自
然
科
学
系

62
6
45
.4
52
.1
1.
1
0.
3
1.
1

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
48
.5
49
.1
0.
3
1.
6
0.
5

Ｑ
8．
今
後
（も
）あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

c)
 ｲ
ﾝﾀ
ｰ
ﾈ
ｯﾄ
上
の
統
計
、
特
許
、
時
事
、
書
籍
情
報
な
ど

回
答
者
数
今
ま
で
以

上
に
利
用
現
状
程
度

は
利
用
し
今
ほ
ど
利

用
し
な
く
な
利
用
し
な

い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
44
.3
50
.7
1.
9
2.
5
0.
6

自
然
科
学
系

62
6
40
.4
54
.3
2.
2
2.
4
0.
6

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
50
.7
44
.8
1.
3
2.
7
0.
5

Ｑ
8．
今
後
（も
）あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

d)
 大
学
や
学
会
関
連
の
サ
イ
ト

回
答
者
数
今
ま
で
以

上
に
利
用
現
状
程
度

は
利
用
し
今
ほ
ど
利

用
し
な
く
な
利
用
し
な

い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
42
.7
54
.8

1
1.
1
0.
4

自
然
科
学
系

62
6
38
.7
59
.1

1
1
0.
3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
49
.3
47
.7
1.
1
1.
3
0.
5
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Ｑ
8．
今
後
（も
）あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

e)
 学
術
文
献
の
目
次
/抄
録
の
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾈ
ｯﾄ
検
索

回
答
者
数
今
ま
で
以

上
に
利
用
現
状
程
度

は
利
用
し
今
ほ
ど
利

用
し
な
く
な
利
用
し
な

い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
67
.9

30
0.
8
1.
1
0.
2

自
然
科
学
系

62
6
68
.2
30
.7
0.
5
0.
5
0.
2

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
67
.4
28
.9
1.
3
2.
1
0.
3

Ｑ
8．
今
後
（も
）あ
な
た
は
、
研
究
の
た
め
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（１
つ
ず
つ
○
印
）

f) 
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

回
答
者
数
今
ま
で
以

上
に
利
用
現
状
程
度

は
利
用
し
今
ほ
ど
利

用
し
な
く
な
利
用
し
な

い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
74
.3
22
.1
0.
9

2
0.
7

自
然
科
学
系

62
6

78
20
.4
0.
5
0.
8
0.
3

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
68
.2
24
.9
1.
6

4
1.
3

Ｑ
9．
今
後
、
携
帯
電
話
（ｉ
モ
ー
ド
等
）で
の
学
会
・研
究
動
向
な
ど
に
関
す
る
ア
ラ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（自
動
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
）が
あ
っ
た
ら
利
用
し
た
い
で
す
か
。
　
　
　
　
　
　
（１
つ
だ
け
○
印
）

回
答
者
数
ぜ
ひ
利
用

し
た
い
あ
る
程
度

利
用
し
た
あ
ま
り
利

用
し
た
く
な
全
く
利
用

し
た
く
な
い
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

9.
2
31
.5
38
.8
19
.1
1.
4

自
然
科
学
系

62
6
6.
9
31
.2
40
.9
19
.2
1.
9

人
文
・社
会
科
学
系

37
7

13
32
.1
35
.3
19
.1
0.
5

F1
．
 あ
な
た
の
年
齢
は
以
下
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。

回
答
者
数
20
～
24
歳
25
～
29
歳
30
～
34
歳
35
～
39
歳
40
～
44
歳
45
～
49
歳
50
～
54
歳
55
～
59
歳
60
歳
以
上
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
18
.2
20
.7
11
.4

11
10
.4
9.
8
8.
7
7.
9

2
0

自
然
科
学
系

62
6
18
.1
17
.1
12
.6
12
.1
11
.2
8.
9
9.
4
8.
5
2.
1

0
人
文
・社
会
科
学
系

37
7
18
.6
26
.8
9.
3

9
9
11
.1
7.
4
6.
9
1.
9

0

F2
．
 あ
な
た
は
以
下
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。

回
答
者
数
教
授
助
教
授
講
師
助
手
大
学
院
生
そ
の
他
教
官
合
計
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
20
.4
17
.8
2.
7
18
.5
40
.5

0
59
.5

0

自
然
科
学
系

62
6
18
.8
18
.8

3
23
.6
35
.6

0
64
.4

0
人
文
・社
会
科
学
系

37
7
23
.1
16
.2
2.
1
10
.1
48
.5

0
51
.5

0

F3
．
 あ
な
た
の
研
究
分
野
は
下
記
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
主
な
も
の
を
１
つ
だ
け
選
び
、
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（人
文
科
学
系
）

（社
会
科
学
系
）

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

回
答
者
数
文
学
史
学
哲
学
教
育
学
そ
の
他
人

文
科
学
系
心
理
学
社
会
学
経
済
学
経
営
学
政
治
学
法
学
そ
の
他
社

会
科
学
系

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03

5.
1
2.
7
2.
3
5.
6
1.
8
3.
6
0.
7
5.
1
1.
3
1.
7
6.
3
1.
5

自
然
科
学
系

62
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

人
文
・社
会
科
学
系

37
7
13
.5
7.
2
6.
1
14
.9
4.
8
9.
5
1.
9
13
.5

3.
4
4.
5
16
.7

4

F3
．
 あ
な
た
の
研
究
分
野
は
下
記
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
主
な
も
の
を
１
つ
だ
け
選
び
、
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（自
然
科
学
系
）

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

回
答
者
数
理
学
工
学
農
学
医
学
歯
学
薬
学
そ
の
他
自

然
科
学
系
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
15
.9
24
.4
7.
3
8.
6
2.
1
1.
8
2.
4

0

自
然
科
学
系

62
6
25
.4
39
.1
11
.7
13
.7
3.
4
2.
9
3.
8

0
人
文
・社
会
科
学
系

37
7

0
0

0
0

0
0

0
0

F4
．
 あ
な
た
が
所
属
す
る
大
学
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

回
答
者
数
北
海
道
大

学
東
北
大
学
千
葉
大
学
東
京
大
学
東
京
工
業

大
学
名
古
屋
大

学
京
都
大
学
大
阪
大
学
広
島
大
学
九
州
大
学
無
回
答

■
全
体
（ウ
エ
イ
ト
な
し
）
10
03
11
.7
12
.3
6.
2
16
.5
3.
2
9.
3
12
.4
7.
7
10
.2
10
.8

0

自
然
科
学
系

62
6
10
.9
11
.8
6.
2
15
.2
5.
1
10
.7

12
9.
7
6.
9
11
.5

0
人
文
・社
会
科
学
系

37
7

13
13

6.
1
18
.6

0
6.
9

13
4.
2
15
.6
9.
5

0
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